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Ⅰ  緒 言   
 
木 村 １ ） は「 声 楽 を 志 す 人 が ま ず や る べ き 事 は 、自 分 の 体 を 楽 器 に
造 り 上 げ て い く と い う こ と で あ る 。 少 し で も 上 質 な 楽 器 を 造 る こ と
で あ る 」 と 提 言 し 、 深 井 2 ) は 「 ピ ア ノ 演 奏 に お け る 高 度 な 芸 術 的 音
楽 表 現 を 実 現 す る 方 法 は 、 身 体 機 能 を 自 由 か つ 自 然 な 運 動 と い う 観
点 に よ っ て 行 う こ と 」 と し て い る よ う に 、 音 楽 家 は 音 楽 を 自 ら の 身
体 で 表 現 す る も の で あ り 、 よ り 良 い 音 楽 を 表 現 す る 上 で 自 ら の 身 体
づ く り は 大 変 重 要 な 事 と 言 え る 。  
音 楽 家 に と っ て 身 体 づ く り が 重 要 で あ る 理 由 と し て 、 第 １ に 長 時
間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 体 力 お よ び 障 害 を 防 ぐ 強 健 な 身 体 が 必 要 で あ
る こ と が あ げ ら れ る 。 音 楽 家 を 対 象 に 日 々 の 時 間 を ど の よ う な 活 動
に 使 っ て い る か を 聞 き 取 り し た 調 査 3 ) に よ る と 、「よ り 実 力 が あ る と
み な さ れ て い る 人 ほ ど 、 練 習 時 間 を 多 く 積 み 重 ね て き た と の 結 果 に
よ り 、 卓 越 し た 技 術 の 修 得 は 1 0 年 以 上 に わ た る 1 万 時 間 以 上 の 計
画 的 練 習 （ d e l i b e r a t e  p r a c t i c e ） の 成 果 で あ る 」 こ と が 明 ら か に さ
れ て お り 、 古 谷 ４ ) は 「 多 く の 音 楽 家 は 毎 日 数 時 間 の 練 習 を 何 十 時 間
に も 渡 っ て 行 う 。 動 作 の 巧 緻 性 や 複 雑 性 の 面 で は 時 に ア ス リ ー ト を
凌 ぐ 」 と し 、 体 力 や 、 長 時 間 の 演 奏 や 発 声 に 耐 え ら れ る 筋 力 が 必 要
と な っ て く る 事 を 指 摘 し て い る 。  
一 方 、 音 楽 家 特 有 の 有 症 状 を 抱 え て い る 事 実 も あ り 、 斎 藤 ら ５ ）
が 国 内 の 職 業 演 奏 家 を 対 象 に 行 っ た 有 症 状 に つ い て の 調 査 で は 、「有
症 状 者 は 8 5 ％ に 認 め ら れ 、 内 5 8 ％ は 治 療 を 受 け た こ と が あ る 」 と
明 ら か に し て お り 、さ ら に 石 橋 ６ ） は「 音 楽 家 が よ り よ い 状 態 で 長 く
演 奏 す る た め に は 、 自 分 の パ ー ト に お け る 障 害 の 傾 向 を 知 り 、 そ れ
を 予 防 す る た め の 対 策 （ ト レ ー ニ ン グ ） を お こ な う こ と が 必 要 」 と
指 摘 し て い る 。 音 楽 家 が 生 涯 に わ た り 音 楽 活 動 を 継 続 す る 上 で も 、
障 害 を 防 ぎ 、 長 時 間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 強 健 な 身 体 づ く り は 必 須 の
条 件 と 言 え る 。  
第 2 に 音 楽 家 と し て の 姿 勢 や 立 ち 振 る 舞 い の 重 要 性 が あ げ ら れ る 。 
2 
 
萩 山 ７ ） は 、演 奏 で 良 い 音 が で る こ と は も ち ろ ん 、ス テ ー ジ で の 立 ち
方 や 歩 き 方 な ど の 立 ち 振 る 舞 い 、座 り 方 や 演 奏 姿 勢 な ど の フ ォ ー ム 、
筋 力 や 柔 軟 性 、持 久 力 な ど の 体 力 要 素 、精 神 力 や 音 を 聴 き 分 け る 力 、
表 現 力 、 感 受 性 な ど 必 要 な 能 力 を 高 め る 意 識 が 必 要 と 指 摘 し 、 森 田
ら ８ ） は 、「 演 奏 姿 勢 と い う も の は ど れ か 一 つ が 整 っ て い れ ば 良 い と
い う も の で は な く ，身 体 の 全 て の 部 分 が  相 互 に 影 響 し あ っ て 動 い て
い る こ と 」 と 指 摘 し て い る 。 さ ら に 英 国 王 立 音 楽 大 学 の J u d i t h  
K l e i n m a n ら ９ ） は 「 音 楽 家 は オ リ ン ピ ッ ク ア ス リ ー ト の よ う な 方 法
で 訓 練 さ れ な け れ ば な ら な い 。 私 た ち 音 楽 家 に は 、 ア ス リ ー ト の よ
う な 発 達 し た 心 臓 や 肺 は 必 要 な い か も し れ な い が 、 さ ま ざ ま な 筋 肉
が 、 運 動 選 手 以 上 に 正 確 で 精 妙 な も の に な る よ う 訓 練 し な け れ ば な
ら な い 。 ア ス リ ー ト と 同 様 、 私 た ち は 、 技 術 の 向 上 の た め に 膨 大 な
時 間 を 費 や す こ と で 、 本 番 の プ レ ッ シ ャ ー の 下 で も 容 易 に 感 覚 を 保
っ て い ら れ る 」 と 述 べ て い る 。  
以 上 の 事 か ら 、 演 奏 に 必 要 な よ り 良 い 演 奏 フ ォ ー ム や 人 前 に 立 つ
と き の 美 し い 立 ち 振 る 舞 い を 身 に つ け る 事 は 、 音 楽 家 に と っ て 必 要
な 身 体 づ く り で あ る と 言 え る 。 そ の た め に は 、 身 体 の バ ラ ン ス を 整
え 、 正 し い 姿 勢 を 身 に つ け る こ と が 重 要 で あ る 。  
上 述 の 識 者 ら の 報 告 か ら 示 唆 さ れ る こ と は 、 音 楽 家 が 健 康 で 、 障
害 を 防 止 し つ つ 、 体 力 の 維 持 向 上 を 目 指 す た め に は 、 積 極 的 に 運 動
や ス ポ ー ツ を 実 施 し 、 自 身 に 有 効 な 身 体 づ く り を 行 う こ と で あ る 。
文 部 科 学 省 ス ポ ー ツ 振 興 基 本 計 画 1 0 ) に は 「 ス ポ ー ツ は  人 生 を よ り
豊 か に し 、 充 実 し た も の と す る と 共 に 、 人 間 の 身 体 的 ・ 精 神 的 な 欲
求 に こ た え 、 心 身 の 両 面 に 影 響 を 与 え る 文 化 で あ り 、 活 力 に 満 ち た
社 会 の 形 成 や 個 々 人 の 心 身 の 健 全 な 発 達 に 必 要 不 可 欠 な も の で あ る 」
と し て 、  運 動 ・ ス ポ ー ツ の 意 義 が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 中 ら 1 1 ) は 、
「 継 続 的 な 運 動 実 施 は 、筋 パ ワ ー 、柔 軟 性 及 び 全 身  持 久 力 を 向 上 さ
せ 、学 年 に 伴 う 筋 パ ワ ー の 発 達 を 促 進 し  全 身 持 久 力 の 低 下 を 抑 制 す
る 」 と し て い る 。 こ の よ う な 観 点 か ら も 、 身 体 の 健 康 、 障 害 の 防 止
や 体 力 の 維 持 向 上 が 資 本 で あ る と 考 え ら れ る 音 楽 活 動 に お い て 、 習
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慣 的 な 運 動 や ス ポ ー ツ の 実 施 は 重 要 で あ り 、 よ り 良 い 音 楽 の 表 現 に
繋 が る と 言 え る 。  
し か し な が ら 、 日 本 で は 運 動 や ス ポ ー ツ の 実 施 が よ り 良 い 音 楽 活
動 に 影 響 す る と い う 意 識 が ま だ ま だ 低 く 、 自 ら の 健 康 に 関 す る 興
味 ・ 関 心 よ り 、 練 習 に 対 す る ス ト イ ッ ク な 取 り 組 み が 優 先 さ れ る 傾
向 に あ る 。理 学 療 法 士 の エ ス テ ル ・ サ ル ダ ・ リ コ 1 2 ) は 、「 音 楽 家 は 、
個 々 の 楽 器 に 求 め ら れ る 厳 し い 訓 練 に 耐 え な が ら 、 孤 独 に 練 習 す る
傾 向 が 強 く 、 何 時 間 も 座 っ た 状 態 、 あ る い は 立 っ た 状 態 で 完 璧 な 演
奏 が で き る よ う に な る ま で 、 何 度 と な く 同 じ フ レ ー ズ を 練 習 し て 過
ご す こ と も 珍 し く な い 。 ま た 、 怪 我 を 負 う の で は な い か 、 音 楽 訓 練
に 必 要 と さ れ る 指 の 柔 軟 性 や ス ピ ー ド が 低 下 す る の で は な い か と 懸
念 し 、 一 般 的 に 運 動 す る こ と に 恐 れ を 抱 き 、 室 内 に こ も り が ち な 生
活 を 送 っ て い る 」 と 指 摘 す る 。 実 際 に 、 音 楽 大 学 生 に お い て は 、 体
育 の 授 業 に お い て も 突 き 指 、 脱 臼 な ど の 懸 念 を 抱 き 、 積 極 的 に 参 加
し な い と い う 傾 向 が う か が え る の で は な い だ ろ う か 。  
さ ら に 、大 学 に お い て は 、大 学 設 置 基 準 の 全 面 改 訂（ い わ ゆ る「 大
綱 化 」 1 9 9 7 年 7 月 ）以 降 、保 健 体 育 科 目 の 最 低 修 得 科 目 数 の 設 置 が
廃 止 さ れ 、こ れ を 契 機 に 体 育 授 業 の 開 講 は 各 大 学 の 裁 量 に 委 ね ら れ 、
柔 軟 な カ リ キ ュ ラ ム 編 成 が 可 能 に な り 、 体 育 の 授 業 は 多 様 な 形 態 や
内 容 に て 展 開 さ れ る よ う に な っ た 。 体 育 の 授 業 を 必 須 の 正 規 科 目 と
し て 開 講 す る 学 部 ・ 学 科 は 私 立 大 学 に お い て 2 0 1 4 年 時 点 で ６ 割 程
度 に 留 ま り 減 少 を た ど っ て お り 1 3 ) 、音 楽 系 大 学 で は 同 様 に ６ 割 に 満
た な い 数 値 が 予 想 さ れ る 。 そ の た め 、 将 来 、 音 楽 家 を 目 指 す 学 生 に
お い て 、 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 関 わ る 機 会 が 減 り 、 そ の 重 要 性 を 認 識 す
る こ と が 困 難 な 状 況 に あ る の で は な か ろ う か 。  
野 口 ら 1 4 ) は「 大 学 に お け る 体 育 実 技 が 学 生 の メ ン タ ル ヘ ル ス の 維
持 や 積 極 的 な 社 会 参 加 が 授 業 内 容 を 工 夫 す る こ と に よ っ て 効 果 を 高
め る こ と が で き る 」 と し 、 中 村 1 5 ) は 、「 体 育 授 業 は 大 学 生 の 心 身 の
適 応 を 促 す 授 業 に 適 し て い る 」 と 指 摘 す る 。 音 楽 を 志 す 学 生 に と っ
て 、 体 育 の 授 業 の 実 施 は 、 自 身 の 健 康 を 考 え 、 運 動 ・ ス ポ ー ツ へ の
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関 心 を 高 め 、 よ り 良 い 音 楽 活 動 に つ な が る き っ か け に な る と 考 え ら
れ る 。  
そ こ で 、 本 研 究 で は 、 将 来 音 楽 家 を 目 指 す 音 楽 大 学 生 に 焦 点 を あ
て 、 健 康 で 有 意 義 な 音 楽 活 動 を 継 続 す る た め の ス ポ ー ツ 参 与 の あ り
方 に つ い て 検 討 す る こ と と し た 。 音 楽 大 学 生 は 、 よ り 良 い 音 楽 活 動
に は 身 体 づ く り が 大 切 で あ る こ と を ど の 程 度 理 解 し 、 実 践 し て い る
か 、 そ の き っ か け と な る 体 育 授 業 の 影 響 は い か な る も の か 、 体 育 授
業 終 了 後 も 継 続 的 に 身 体 づ く り を 実 践 し て い る か を 明 ら か に す る と
と も に 、 音 楽 家 と し て 必 要 な 身 体 づ く り を 行 う た め の 運 動 ・ ス ポ ー
ツ へ の 関 わ り 方 や 動 機 付 け の 方 法 の 解 明 を 研 究 目 的 と す る 。加 え て 、
音 楽 大 学 生 の 積 極 的 な ス ポ ー ツ 参 与 を 推 し 進 め る 体 育 授 業 の あ り 方








Ⅱ  研 究 1  １ 年 次 に お け る ス ポ ー ツ 参 与 状 況 と そ の 変 化  
 
A  本 研 究 で 使 用 す る 用 語  
 
 健 康 ・ 身 体 づ く り に 関 す る 活 動 に は 「 運 動 」「 ス ポ ー ツ 」「 身 体 活
動 」な ど の 表 現 が あ る が 、こ こ で は 金 崎 1 6 ) の 先 行 研 究 に 従 い 、一 連
の 言 葉 を 総 称 し て 「 ス ポ ー ツ 」 と 表 記 す る 。  
 ま た 、 本 来 「 ス ポ ー ツ 参 与 」 と は 「 ス ポ ー ツ を す る ・ 見 る ・ 支 え
る 」 す べ て が 含 ま れ る が 、 本 研 究 に お い て は 、 音 楽 大 学 生 が よ り 良
い 音 楽 活 動 に 繋 げ る た め の ス ポ ー ツ 実 践 に 着 目 す る た め 、「ス ポ ー ツ
参 与 」を 、主 に ス ポ ー ツ の 実 施 に 重 き を 置 い た 意 味 と し て 使 用 す る 。  
 
 
B  目 的   
 
音 楽 大 学 生 に と っ て 、 良 い 音 楽 を 表 現 す る た め に は 、 長 時 間 の 練
習 に 耐 え ら れ る 体 力 の 維 持 向 上 や 障 害 を 防 ぐ 丈 夫 な 身 体 育 成 、ま た 、
音 楽 家 と し て の 姿 勢 や 人 前 に 立 つ 際 の 美 し い 立 ち 振 る 舞 い が 重 要 で
あ る 。 音 楽 家 に 必 要 な 健 康 ・ 体 力 の 維 持 向 上 に は 、 よ り 積 極 的 か つ
継 続 的 な ス ポ ー ツ の 実 施 が 大 切 で あ る と 考 え る 。  
そ こ で 、 研 究 １ で は 、 体 育 授 業 の 初 回 お よ び 最 終 回 の 「 ス ポ ー ツ
参 与 」 と 「 体 力 」 の 状 況 を 把 握 す る と と も に 、 体 育 授 業 を 通 し て 、
ス ポ ー ツ の 実 施 が よ り 良 い 音 楽 活 動 に つ な が る 事 へ の 理 解 を 深 め る
こ と が で き た か 、 ま た 、 そ の 上 で 、 体 育 授 業 が ス ポ ー ツ 参 与 に ど れ








C  方 法  
 
１ ．  質 問 紙 に よ る 調 査  
１ ） 調 査 ・ 分 析 の 対 象  
音 楽 大 学 生 で 、 体 育 授 業 を 受 講 し た 同 一 大 学 に 所 属 す る １ 年 生
2 0 9 名 の う ち 、 男 子 学 生 お よ び 2 1 歳 以 上 の 女 子 学 生 を 除 い た 、 1 8
か ら 2 0 歳 の 女 子 学 生 1 5 4 名 を 調 査 ・ 分 析 の 対 象 と し た 。  
 
２ ） 調 査 の 方 法 と 内 容  
( 1 ) 調 査 の 方 法  
質 問 紙 に よ る ア ン ケ ー ト 調 査 を 、 集 合 調 査 法 を 用 い て 行 っ た 。 授
業 初 回 と 授 業 最 終 回 の 調 査 に お け る 記 入 者 を 一 致 さ せ る 必 要 が あ っ
た た め 、調 査 対 象 者 に 十 分 な 説 明 を 行 っ た 上 で 、記 名 方 式 を 採 用 し 、
実 施 し た 。  
本 研 究 を 実 施 す る に あ た っ て は 、 調 査 の 対 象 者 が 在 籍 す る 大 学 側
に は 、 直 接 の 説 明 お よ び 文 書 を 持 っ て 当 該 大 学 長 の 承 諾 を 得 る と と
も に 、 研 究 者 が 在 籍 す る 大 学 に つ い て は 、 倫 理 委 員 会 審 査 に お け る
承 認 を 得 て 行 っ た （ 承 認 番 号 ： N o . 1 9 - 7 6 ）。  
 
( 2 ) 調 査 の 内 容  
質 問 項 目 は 、金 崎 1 6 ) が 用 い た ス ポ ー ツ の の め り 込 み を 測 る た め に
用 い る ス ポ ー ツ コ ミ ッ ト メ ン ト 尺 度 、 な ら び に 、 ス ポ ー ツ の か か わ
り 方 を 把 握 す る た め の ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 項 目 を 参 考 に 、 対
象 者 の 特 性 に 応 じ た 独 自 の 項 目 を 加 え た 内 容 で 実 施 し た 。  
  
a .  個 人 的 属 性  
①  氏 名  
②  性 別  
③  年 齢  
④  専 攻  
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b .  ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 項 目  
a )  ス ポ ー ツ を 実 施 す る 上 で の 重 要 な 他 者  
①  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数 （ 4 件 法 ）  
②  ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 を 認 知 し て い る 数 （ ４ 件 法 ）  
③  ス ポ ー ツ に 通 じ た 仲 間 の 数 （ ４ 件 法 ）  
④  ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数 （ ４ 件 法 ）  
 
b )  ス ポ ー ツ に 対 す る 意 識  
  ⑤  ス ポ ー ツ の 重 要 性 （ 3 件 法 ）  
⑥  多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間 （ ４ 件 法 ）  
⑦  ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス （ ４ 件 法 ）  
⑧  ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感 （ ４ 件 法 ）  
 
c )  ス ポ ー ツ の 実 施 状 況  
  ⑨  ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 所 属 （ 2 件 法 ）  
⑩  授 業 外 の ス ポ ー ツ 活 動 量 （ ４ 件 法 ）  
⑪  ２ 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲 （ ４ 件 法 ）  
⑫  今 後 1 年 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲 （ ４ 件 法 ）  
⑬  ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費 （ ４ 件 法 ）  
 
d )  ス ポ ー ツ と 音 楽 活 動 の 関 係 性  
⑭  ス ポ ー ツ の 音 楽 活 動 継 続 へ の 影 響 （ ４ 件 法 ）  
⑮  音 楽 活 動 継 続 の た め の ス ポ ー ツ 実 践 （ ４ 件 法 ）  
 
e )  現 在 の 身 体 状 況  
⑯  運 動 量 の 確 保 （ ４ 件 法 ）  
⑰  体 調 （ ４ 件 法 ）  
⑱  体 力 （ ４ 件 法 ）  




f )  ス ポ ー ツ に 関 す る 興 味 ・ 関 心  
⑳  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味 （ ４ 件 法 ）  
㉑  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信 （ ４ 件 法 ）  
㉒  取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境 （ ４ 件 法 ）  
 
g )  体 育 の 授 業 終 了 時 の ス ポ ー ツ に 対 す る 意 識 変 化（ 授 業 終 了 時 の み ） 
㉓  ス ポ ー ツ 継 続 意 思 （ ４ 件 法 ）  
㉔  音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性 （ ４ 件 法 ）  
㉕  体 育 授 業 で 培 っ た も の （ 複 数 回 答 ）  
㉖  体 育 授 業 受 講 希 望 の 有 無 （ 3 件 法 ）  
㉗  今 後 の 具 体 的 な 意 欲 （ 3 件 法 ）  
 
３ ）  調 査 時 期  
① 2 0 1 9 年 ４ 月 （ 授 業 開 始 時 ）   


















２ ．   体 力 測 定  
 
１ ）  測 定 ・ 分 析 の 対 象  
体 育 の 授 業 を 受 講 し た 1 年 生 の 1 8 歳 か ら 2 0 歳 の 女 子 学 生 1 5 4 名
を 測 定 の 対 象 と し 、 授 業 開 始 時 お よ び 終 了 時 の 2 回 と も 正 し く 測 定
が で き た 1 0 2 名 を 分 析 の 対 象 と し た 。  
 
２ ）  測 定 の 内 容  
 文 部 科 学 省 の 新 体 力 テ ス ト の う ち 、 演 奏 に お け る 手 指 の 力 、 腹 筋
力 、 美 し い 姿 勢 、 長 時 間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 持 久 力 な ど 、 音 楽 活 動
に 必 要 と 考 え ら れ る 以 下 の ６ 項 目 を 選 択 し 、 測 定 を 行 っ た 。  
① 握 力   
② 上 体 起 こ し   
③ 長 座 体 前 屈   
④ 反 復 横 跳 び   
⑤ 立 ち 幅 跳 び   
⑥ シ ャ ト ル ラ ン  
し か し 、 シ ャ ト ル ラ ン に 関 し て は 、 声 帯 に 悪 影 響 が あ る 可 能 性 が
あ る と 多 く の 受 講 生 か ら の 申 し 出 が あ っ た た め 、 2 回 目 は 行 わ な か
っ た 。 よ っ て 、 記 録 の 信 頼 性 を 欠 く こ と か ら 、 測 定 ・ 分 析 の 項 目 か
ら 外 し 、 そ の 他 の ５ 項 目 で 測 定 ・ 分 析 を 行 っ た 。  
 
３ ） 測 定 時 期  
①  2 0 1 9 年 ４ 月 （ 授 業 初 回 ）  








３ ．  体 育 授 業 の 目 的 と 内 容  
 
１ ）  目 的  
 体 育 授 業 は 、 ① 音 楽 表 現 に 必 要 な 技 術 向 上 の た め の 身 体 づ く り 、
② 長 時 間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 強 い 、 ③ 演 奏 フ ォ ー ム な ど に よ る 身 体
的 障 害 防 止 、 ④ 人 前 に 立 つ 際 の 美 し い 姿 勢 づ く り 、 ⑤ 生 涯 に お い て
ス ポ ー ツ に 親 し む き っ か け づ く り ⑥ 共 に ス ポ ー ツ に 親 し め る 仲 間 づ
く り 、 を 目 的 と し て 実 施 さ れ る 。 ま た 、 よ り 良 い 音 楽 を 表 現 す る た
め に 必 要 な 健 康 ・ 体 力 に つ い て 理 解 を 深 め 、 生 涯 に わ た り 、 積 極 的
に ス ポ ー ツ に 携 わ る 習 慣 を 身 に つ け ら れ る 内 容 で 構 成 さ れ て い る 。  
突 き 指 や 骨 折 な ど 、 演 奏 に 支 障 を き た す 授 業 中 の 障 害 防 止 を 考 慮
し 、 激 し い 身 体 接 触 を 伴 わ な い ネ ッ ト 型 ス ポ ー ツ を 中 心 に 取 り 入 れ
て い る 。  
 
２ ）  内 容   
( 1 ) ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ （ 約 1 0 分 ）  
全 身 の 筋 肉 の 緊 張 を ほ ぐ し 、 筋 温 を 上 げ る た め に 、 主 要 部 位 の 関
節 を 回 し た り 、 筋 肉 の 収 縮 ・ 伸 張 運 動 を 行 い 、 運 動 に よ る 怪 我 の 防
止 や 主 運 動 を 行 う た め の 身 体 の 準 備 を 行 う 。 ま た 、 心 拍 数 や 呼 吸 数
を 徐 々 に 上 げ 、 心 臓 や 肺 な ど の 負 担 を 軽 減 さ せ る 。  
音 楽 活 動 を 始 め る 前 に 行 う こ と で 、 身 体 が 活 性 し 、 ス ム ー ズ に 演
奏 活 動 に 入 っ て い く こ と が で き る 。  
授 業 内 の 障 害 防 止 や 身 体 の 準 備 だ け で な く 、 生 涯 に お い て よ り 良
い 音 楽 活 動 を 継 続 す る た め の 習 慣 形 成 の 内 容 で も あ る 。  
 
 ① ウ ォ ー キ ン グ  
  ウ ォ ー キ ン グ を 行 う こ と で 、 早 期 に 心 拍 数 や 呼 吸 数 を 上 げ 、 運





② 各 関 節 の 回 旋 運 動 ・ 捻 転 運 動  
  各 関 節 を 回 旋 す る こ と で 、 血 行 を 良 く し 、 身 体 の 動 き を 滑 ら か
に す る 。 簡 単 に 行 え る 動 作 で あ り 、 音 楽 活 動 を 行 う 前 に 気 軽 に 行
え る 運 動 で あ る 。  
 
 ③ 膝 の 屈 伸 運 動  
  主 運 動 を 行 う た め の 準 備 運 動 と し て 行 う 。 膝 を 屈 伸 す る こ と で
脚 へ の 負 担 が 軽 減 し 、 運 動 中 の 傷 害 の 防 止 と な る 。  
 
 ( 2 ) リ ズ ム 体 操 （ 約 1 0 分 ）  
音 楽 に 合 わ せ て 体 操 や ス テ ッ プ を 行 う こ と で 、 リ ズ ム 感 を 養 い な
が ら 、 身 体 の 調 整 力 を 高 め る 。 ま た 、 音 楽 の リ ズ ム を 感 じ る こ と で
授 業 に 対 す る 気 持 ち の 高 揚 に も つ な が る 。  
音 楽 を 愛 す る 音 楽 家 に と っ て 、 音 楽 や リ ズ ム に 合 わ せ て 運 動 す る
こ と で 、 気 軽 に 運 動 に 親 し め る き っ か け と な る よ う な 要 素 を 取 り 入
れ た 内 容 と な っ て い る 。  
 
① エ ア ロ ビ ク ス  
 音 楽 の リ ズ ム に 合 わ せ な が ら 、 有 酸 素 運 動 を 行 う 。 心 肺 機 能 や
全 身 持 久 力 の 向 上 に 効 果 が あ り 、 長 時 間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 筋 力
が 身 に 付 く 。  
 
② ダ ン ス ス テ ッ プ  
 音 楽 の リ ズ ム に 合 わ せ な が ら 、踊 る た め の 基 本 ス テ ッ プ を 行 う 。
音 楽 家 と し て 大 切 な リ ズ ム 感 が 養 わ れ る と 同 時 に 表 現 力 も 身 に 付
く 。  
 
③ ト ラ ン ポ ビ ク ス  
 冬 季 に 体 温 の 上 昇 を 早 め る た め に 行 う 。 ト ラ ン ポ リ ン を 使 用 す
る こ と で 、 脚 ・ 膝 ・ 腰 の 負 担 を 軽 減 さ せ な が ら 筋 力 を 鍛 え る こ と
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が で き る 。 ま た 、 バ ラ ン ス 感 覚 が 身 に つ く こ と で 、 肩 こ り や 腰 痛
の 予 防 に も な り 、 長 時 間 の 演 奏 に よ る 身 体 の 疲 労 軽 減 や 美 し い 姿
勢 の 獲 得 に な る 。  
 
( 3 ) ス ト レ ッ チ （ 約 １ ０ 分 ）  
筋 肉 の 柔 軟 性 を 高 め 、 運 動 に よ る 怪 我 の 防 止 や 主 運 動 を 行 う た め
の 身 体 の 準 備 、 疲 労 回 復 の た め に 行 う 。  
ま た 、 偏 っ た 演 奏 フ ォ ー ム に よ っ て お こ る 身 体 の ゆ が み の 調 整 、
長 時 間 の 練 習 に よ る 障 害 の 防 止 や 疲 労 回 復 の た め に 行 う 。 し な や か
な 柔 軟 性 に 富 ん だ 身 体 づ く り は 演 奏 や 発 声 に も 良 い 表 現 に つ な が る 。 
 演 奏 の 前 後 な ど に 習 慣 的 に 行 う こ と が 望 ま し い た め 、 簡 単 に 行 え
る 内 容 を 継 続 し て 行 っ て い る 。  
 
 ① 股 関 節 の ス ト レ ッ チ  
  股 関 節 は 立 つ 、 座 る 、 歩 く な ど の 動 作 を 起 こ し 、 上 半 身 を 支 え
て い る 関 節 で あ る 。 多 く の 楽 器 は 、 長 時 間 の 同 じ 姿 勢 を 保 っ た ま
ま 演 奏 し な け れ ば な ら な い 。そ の た め 、骨 盤 周 辺 の 機 能 が 低 下 し 、
姿 勢 の 崩 れ が 生 じ る た め 、 音 楽 家 と し て 、 良 い 姿 勢 を 長 時 間 保 つ
た め に 股 関 節 の ス ト レ ッ チ は 効 果 的 と 言 え る 。  
 
 ② 大 腿 部 の ス ト レ ッ チ  
  脚 裏 の 筋 肉 は 全 身 の 半 分 を 占 め る 。 長 時 間 の 練 習 に よ り 筋 肉 へ
の 負 担 の か か る 脚 裏 を ス ト レ ッ チ す る こ と で 、 血 行 が 良 く な り 、
疲 労 回 復 に 役 立 つ 。  
 
 ③ 肩 甲 骨 周 り の ス ト レ ッ チ  
  指 先 を 長 時 間 酷 使 し た り 、 重 い 楽 器 を 持 つ 演 奏 者 の 肩 や 背 中 へ
の 負 担 は 大 き い 。 肩 甲 骨 周 り を ス ト レ ッ チ す る こ と で 肩 こ り や 肩




( 4 ) 筋 力 ト レ ー ニ ン グ （ 約 ５ 分 ）  
舞 台 な ど で 人 前 に 立 つ 際 の 美 し い 姿 勢 作 り や 、 発 声 、 演 奏 に お け
る 技 術 向 上 の た め の 効 果 的 内 容 を 取 り 入 れ て 行 う 。 管 楽 器 や 声 楽 に
必 要 な 腹 式 呼 吸 や 、 美 し い フ ォ ー ム に 大 切 な 体 幹 を 強 く す る た め の
腹 筋 や 背 筋 の 強 化 な ど を 取 り 入 れ る 。 ま た 、 長 時 間 の 練 習 や 同 じ 体
勢 に 耐 え ら れ る 強 い 身 体 を 身 に つ け る 内 容 も 含 ん で 行 う 。  
 
① 腹 筋  
 腹 筋 は ４ 種 類 の 部 位 に 分 か れ る が 、 主 に 音 楽 家 と し て 必 要 な 腹
横 筋 の 強 化 を 行 う 。 腹 式 呼 吸 に よ り 呼 吸 筋 が 鍛 え ら れ 、 発 声 や 楽
器 演 奏 に 効 果 が あ る 。 ま た 、 フ ロ ン ト プ ラ ン ク に よ り 体 幹 を 鍛 え
る こ と で 美 し い フ ォ ー ム を 保 つ こ と が で き る 。  
 
② 背 筋  
 多 く の 楽 器 の 演 奏 フ ォ ー ム は 前 傾 に な る こ と が 多 く 、 猫 背 や 腰
痛 に な り や す い 。 ま た 、 作 曲 な ど 長 時 間 の パ ソ コ ン 作 業 も 同 じ 症
状 が 起 き や す い 。 背 筋 を 強 化 す る こ と で こ れ ら の 改 善 に 役 立 つ 。  
 
( 5 ) ネ ッ ト 型 ス ポ ー ツ （ 約 ５ ０ 分 ）  
ス ポ ー ツ を 行 う 際 に 大 切 な 仲 間 づ く り や 、 生 涯 に お い て ス ポ ー ツ
に 親 し め る た め の 種 目 選 び の 一 環 と し て 行 う 。 突 き 指 や 捻 挫 な ど 、
音 楽 活 動 に 支 障 を き た す 障 害 を 防 止 す る た め 、手 指 へ の 負 担 が 軽 く 、
接 触 の 少 な い 、 以 下 の ４ 種 目 の ネ ッ ト 型 ス ポ ー ツ を 実 施 し て い る 。  
 
① ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル   
年 間 3 0 回 の う ち 、 前 期 の 前 半 に 6 回 実 施 す る 。 ス ポ ー ツ 参 与
の き っ か け に 重 要 と 考 え ら れ る 、 共 に ス ポ ー ツ に 親 し む 仲 間 づ く
り や 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 目 的 と し て 行 う 。 楽 器 演 奏 に 大 切 と
さ れ る 手 指 の 障 害 を 考 慮 し 、 柔 ら か い ボ ー ル を 使 用 す る た め 、 従
来 の バ レ ー ボ ー ル と 比 べ 、 ボ ー ル の ス ピ ー ド が 遅 く 、 操 作 が し や
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す い と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 ボ ー ル 接 触 の 際 の 痛 み が 少 な い た
め 、 今 後 、 本 格 的 に バ レ ー ボ ー ル を 楽 し む た め の 導 入 に 適 し て い
る 種 目 と 言 え る 。 パ ス や サ ー ブ な ど の 基 本 練 習 か ら は じ め 、 最 終
的 に は 簡 単 な ゲ ー ム で バ レ ー ボ ー ル の 楽 し さ を 体 験 で き る 程 度 ま
で 習 得 す る 。  
 
② 卓 球  
年 間 3 0 回 の う ち 、 前 期 の 後 半 に ６ 回 実 施 す る 。 楽 器 演 奏 に 大
切 な 手 指 へ の 負 担 が 軽 く 、 接 触 も 少 な い 種 目 で あ る 。 ま た 、 集 中
力 が 身 に 付 き 、 少 人 数 で も 気 軽 に 親 し め る 種 目 で も あ る 。 ダ ブ ル
ス で は 交 友 関 係 が 築 け 、 楽 し さ を と も に 感 じ ら れ 、 パ ー ト ナ ー が
変 わ る こ と に よ っ て 仲 間 づ く り に も な る 。 ラ リ ー を 連 続 し て 行 う
こ と か ら 始 ま り 、 最 終 的 に は ダ ブ ル ス に よ る リ ー グ 戦 に よ り ゲ ー
ム の 楽 し さ を 体 験 で き る ま で 習 得 す る 。  
 
③ バ ド ミ ン ト ン  
年 間 3 0 回 の う ち 、後 期 の 前 半 に ７ 回 実 施 す る 。運 動 量 が 多 く 、
長 時 間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 体 力 、 持 久 力 の 強 化 に つ な が る 。 さ ま
ざ ま な ラ ケ ッ ト ワ ー ク を 習 得 し 、 ゲ ー ム で 戦 略 を 考 え る な ど 、 バ
ド ミ ン ト ン の 特 性 を 楽 し む こ と が で き 、 さ ら に 、 集 中 力 を 高 め る
効 果 も あ る 。 正 式 ル ー ル で ダ ブ ル ス ゲ ー ム が 楽 し め る ま で 習 得 す
る 。  
 
④ シ ョ ー ト テ ニ ス  
年 間 3 0 回 の う ち 、 後 期 の 後 半 に ７ 回 実 施 す る 。 腕 に 負 担 の 少
な い シ ョ ー ト ラ ケ ッ ト 、 ス ポ ン ジ ボ ー ル を 使 用 す る 。 ま た 、 従 来
の テ ニ ス に 比 べ 、コ ー ト が 狭 く 、ラ ケ ッ ト や ボ ー ル が 軽 い 事 か ら 、
ス ポ ー ツ を 苦 手 と す る 音 楽 家 に も 気 軽 に 挑 戦 で き る 種 目 で あ る 。
腕 へ の 負 担 が 少 な い が 、 バ ド ミ ン ト ン と 同 様 、 運 動 量 が 多 く 、 体
力 、 持 久 力 の 強 化 に つ な が る 。 ボ ー ル の ス ピ ー ド は 非 常 に 緩 や か
15 
 
































D .  結 果 お よ び 考 察  
 
１ ． ス ポ ー ツ コ ミ ッ ト メ ン ト ス コ ア の 求 め 方  
 
１ ） ス ポ ー ツ コ ミ ッ ト メ ン ト と は  
金 崎 1 7 ） が 、 ス ポ ー ツ コ ミ ッ ト メ ン ト （ s p o r t  c o m m i t m e n t ,以 下 S C
と 略 す ） と は 「 ス ポ ー ツ へ の 執 着 、 結 び つ き あ る い は ス ポ ー ツ 行 動
や ス ポ ー ツ の 集 団 に 身 を 投 入 す る こ と を 意 味 す る 」と 定 義 し て い る 。
そ の S C の レ ベ ル を 測 定 す る 方 法 に 、自 身 が 考 案 し た S C 尺 度 1 6 ) が あ
る 。  
ま た 、 S C に つ い て は 、「 人 は ス ポ ー ツ を 実 施 し て い く 中 で 、 楽 し
い 経 験 を 積 ん だ り 技 術 が 向 上 し た り 記 録 が 伸 び た り 、 ま た 仲 間 と の
交 流 や 健 康 ・ 体 力 の 向 上 な ど 、 各 自 が 設 け た 目 標 が あ る 程 度 達 成 さ
れ る こ と に な れ ば 、 ス ポ ー ツ へ の 肯 定 的 、 好 意 的 意 識 が 養 わ れ 、 次
第 に S C が 形 成 さ れ る よ う に な り 、そ の こ と が ス ポ ー ツ と の 結 び つ き
を 深 め 、 さ ら な る 継 続 化 に つ な が っ て い く こ と が 考 え ら れ る 」 1 6 ）
と し て い る 。  
 
２ ） S C の 測 定 方 法 お よ び 判 定 基 準  
 
( 1 )質 問 項 目  
① 忙 し い 時 で も 、 運 動 や ス ポ ー ツ の た め の 時 間 を つ く る 方 か  
② 運 動 や ス ポ ー ツ を す る の に お 金 を 使 う 方 か  
③ 何 日 も 運 動 や ス ポ ー ツ を し な い と ス ト レ ス を 感 じ る 方 か  
④ 近 い う ち に 運 動 や ス ポ ー ツ を す る と 考 え た 場 合 、 楽 し い 気 分 に な
る 方 か  
 
( 2 )判 定 基 準  
金 崎 の S C ス コ ア に 準 じ て 、最 も 肯 定 的 ・ 好 意 的 な 回 答 は 4 点 、最
も 否 定 的・非 好 意 的 は 1 点 、そ の 中 間 は 3 点 と ２ 点 と し 点 数 化 し た 。
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合 計 の 最 高 点 は 1 6 点 、 最 低 点 は ４ 点 で あ る 。  
点 数 化 し た 結 果 を 用 い 、 金 崎 の 基 準 1 6 ) （ 1 1 点 以 上 を 「 上 位 群 」、
8～ 1 0 点 を「 中 位 群 」、 7 点 以 下 を「 下 位 群 」）に 準 じ て 3 群 に 群 分 け
し 今 回 の 研 究 の 分 析 の 基 と し た 。  
 
 
２ ．S C ス コ ア に よ る 群 別 の 構 成 比 率 お よ び 一 般 女 子 大 学 生 と の 比 較  
 
 音 楽 大 学 に お け る 体 育 授 業 の 初 回 と 最 終 回 に S C ス コ ア を 測 定 し
た と こ ろ 、上 位 群 お よ び 中 位 群 の 構 成 比 率 に 増 加 傾 向 が う か が え た 。 
ま た 、 音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ へ の か か わ り が 、 同 年 代 と 比 較 し ど
の レ ベ ル に あ る か を 知 る た め に 、体 育 授 業 の 初 回 お よ び 最 終 回 の S C
ス コ ア に よ る 群 別 の 割 合 を 、 一 般 女 子 大 学 生 1 6 ) と 比 較 し た
（ T a b l e . 1）。  
 
T a b l e . 1  音 楽 大 学 生 の 群 別 の 構 成 比 率 と 一 般 女 子 大 学 生 の 比 較  
（ ％ ）  
  音 楽 大 学 生  
一 般 女 子 大 学 生  
 
授 業 初 回  授 業 最 終 回  
  n = 1 5 4  n = 1 5 2  n = 4 4 2  
上 位 群  1 3 . 6  1 5 . 0  2 1 . 9  
中 位 群  5 0 . 6  6 0 . 0  4 2 . 3  
下 位 群  3 5 . 7  2 5 . 0  3 5 . 7  
 
結 果 、音 楽 大 学 生 の 体 育 授 業 初 回 に お い て は 一 般 女 子 大 学 生 の S C
ス コ ア よ り 低 い ス コ ア が 示 さ れ た 。 ま た 、 年 間 を 通 し て 上 昇 傾 向 は
見 ら れ た が 、一 般 女 子 大 学 生 の 上 位 群 の 割 合 を 下 回 る 結 果 と な っ た 。
音 楽 を 志 す 学 生 の S C ス コ ア が 低 い こ と が 、こ の こ と で 明 確 と な っ た 。 
 




1 )  因 子 分 析 を 用 い た 検 討  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ る 質 問 2 2 項 目 1 6 ) を 用 い
因 子 分 析 す る こ と に よ っ て 、 音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 を 規 定 す る
要 因 を 明 ら か す る こ と と し た 。 因 子 分 析 に 先 立 ち 、 ス ポ ー ツ 参 与 に
関 す る 質 問 項 目 の 記 述 統 計 量 を 求 め 、 天 井 効 果 と 床 効 果 の 確 認 を 行
っ た （ T a b l e . 2）。 い く つ か の 項 目 に お い て 、 床 効 果 が み ら れ た が 、
探 索 的 に 因 子 分 析 を 利 用 す る こ と を 考 慮 し 、 除 外 せ ず 分 析 を 実 施 し
た 。  
T a b l e . 2  音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 項 目 ご と の 記 述
統 計                                          n = 1 1 0  
  ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目  M e a n  S . D .  
1  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  2 . 7 2  1 . 0 8 0  
2  ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で 認 知 し て い る 数  2 . 5 5  1 . 0 1 6  
3  ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  2 . 0 7  0 . 8 6 0  
4  ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数  1 . 9 9  1 . 0 4 0  
5  多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間  2 . 2 0  0 . 7 9 6  
6  ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス  1 . 9 5  0 . 8 0 2  
7  ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感  2 . 7 4  0 . 8 9 1  
8  授 業 外 ス ポ ー ツ 活 動 量  1 . 9 7  1 . 0 2 2  
9  ２ 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  2 . 1 9  1 . 0 5 8  
1 0  １ 年 を 予 想 し た ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  2 . 3 2  0 . 8 9 6  
1 1  ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費  1 . 5 5  0 . 6 9 7  
1 2  音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 影 響  3 . 0 2  0 . 8 4 2  
1 3  音 楽 活 動 継 続 の た め の ス ポ ー ツ 実 践  2 . 2 3  0 . 8 4 9  
1 4  運 動 量 に 関 す る 確 保  1 . 5 0  0 . 6 4 5  
1 5  体 調  2 . 9 5  0 . 8 0 2  
1 6  体 力  2 . 2 2  0 . 7 9 1  
1 7  柔 軟 性  2 . 1 6  0 . 9 8 7  
1 8  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  2 . 7 4  0 . 9 3 1  
1 9  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  2 . 0 6  0 . 8 4 5  
2 0  取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境  2 . 3 6  0 . 7 9 8  
2 1  ス ポ ー ツ 継 続 意 思  2 . 7 2  0 . 8 9 0  
2 2  音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性  3 . 2 6  0 . 7 1 0  
因 子 分 析 は 最 尤 法 を 用 い て 実 施 し た 。 因 子 の 決 定 に つ い て は 、 初
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期 の 固 有 値 お よ び 抽 出 後 の 負 荷 量 平 方 和 が 1 . 0 以 上 、 全 分 散 を 説 明
す る 割 合 が 5 0％ 以 上 、ス ク リ ー プ ロ ッ ト の 変 化 、因 子 の 解 釈 可 能 性
を 基 本 条 件 に 行 っ た 。3 因 子 構 造 、5 因 子 構 造 が 候 補 と 考 え ら れ た た
め 、 そ れ ぞ れ の 因 子 数 を 指 定 し 、 最 尤 法 ・ P r o m a x 回 転 を 用 い て 2 回
目 以 降 の 因 子 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 3 因 子 構 造 を 採 用 す る こ と
が 妥 当 で あ る と 考 え ら れ た た め 、最 尤 法 ・ P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分
析 を 続 行 し た 。 0 . 4 0 0 を 下 回 る 十 分 な 因 子 負 荷 量 を 示 さ な か っ た 2
項 目 を 分 析 か ら 除 外 し 、 同 様 の 方 法 を 用 い て 分 析 を 続 行 し た 。 そ の
結 果 、 新 た な 3 因 子 構 造 が 得 ら れ た （ T a b l e . 3）。 な お 、 回 転 前 の 3
因 子 で 2 2 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は 5 4 . 4 1 %で あ っ た 。  
第 1 因 子（ FⅠ ）は 1 1 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 音 楽 活 動 継 続 と ス
ポ ー ツ と の 関 連 性 、必 要 性 、実 践 」「ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信 、高 揚 感 」
な ど 、 ス ポ ー ツ に 興 味 ・ 関 心 を 示 し 、 音 楽 活 動 と の 関 連 を 意 識 し て
い る 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。 ス ポ ー ツ 活 動 に 高 い 興
味 ・ 関 心 を 示 す 項 目 で あ る こ と か ら 、 因 子 名 を 「 興 味 ・ 関 心 」 と し
た 。  
第 2 因 子 （ FⅡ ） は 5 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 授 業 以 外 で の 活 動
量 」「 ス ポ ー ツ に 対 す る 活 動 意 欲 」な ど 、強 い 意 欲 を 持 っ て ス ポ ー ツ
を 実 施 し て い る 様 子 が う か が え る 内 容 の 項 目 に 高 い 負 荷 量 を 示 し て
い る 。 ス ポ ー ツ に 対 す る 意 欲 ・ 活 動 量 に 関 す る 項 目 が 中 心 で あ る こ
と か ら 、 因 子 名 を 「 意 欲 ・ 活 動 量 」 と し た 。  
第 3 因 子（ FⅢ ）は 4 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、ス ポ ー ツ を 通 じ た 知
人 の 数 や 名 前 を 認 知 し て い る 人 の 数 、 大 切 な 仲 間 や 親 友 な ど 、 共 に
ス ポ ー ツ に 関 わ る 人 に 関 す る 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し た 。 こ
れ ら は 、 ス ポ ー ツ 実 施 の た め の 仲 間 に 関 連 す る 内 容 を 示 し て お り 、




T a b l e . 3  音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 要 因 の 分 析  
20 
 
 ｎ = 1 1 0  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目  
因 子  
Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  
1 2  音 楽 活 動 継 続 に お け る 関 連 性  0 . 7 3 4  - 0 . 2 1 4  - 0 . 0 9 7  
2 2  音 楽 活 動 継 続 に お け る 必 要 性  0 . 7 3 1  - 0 . 0 5 5  - 0 . 1 4 5  
1 9  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  0 . 6 3 7  - 0 . 0 8 2  0 . 0 0 1  
2 1  ス ポ ー ツ 継 続 意 思  0 . 5 9 9  0 . 1 7 6  0 . 0 3 2  
1 3  音 楽 活 動 継 続 の た め の 実 践  0 . 5 6 0  0 . 1 6 0  0 . 0 1 7  
7  ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感  0 . 5 5 2  0 . 0 5 5  - 0 . 1 1 1  
1 8  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  0 . 5 3 7  0 . 0 6 0  0 . 0 7 3  
1 6  体 力  0 . 5 3 1  - 0 . 1 2 3  0 . 1 5 4  
2 0  取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境  0 . 5 0 0  0 . 1 5 4  0 . 1 5 3  
6  ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス  0 . 4 4 7  0 . 1 1 1  - 0 . 0 1 3  
1 1  ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費  0 . 4 3 2  0 . 1 9 1  0 . 0 8 4  
9  ２ 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  - 0 . 1 0 9  0 . 9 2 8  0 . 0 0 5  
8  授 業 外 ス ポ ー ツ 活 動 量  - 0 . 2 0 8  0 . 8 8 4  - 0 . 0 0 5  
1 0  １ 年 を 予 想 し た ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  0 . 2 4 6  0 . 6 1 3  0 . 0 5 6  
1 4  運 動 量 の 確 保  0 . 1 0 8  0 . 5 2 4  0 . 0 0 5  
5  多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間  0 . 2 0 9  0 . 4 5 3  - 0 . 1 1 1  
1  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  - 0 . 0 4 5  - 0 . 0 8 7  0 . 9 7 4  
2  ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で 認 知 し て い る 数  0 . 0 1 1  - 0 . 0 2 3  0 . 9 5 5  
3  ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  0 . 0 5 9  - 0 . 0 0 5  0 . 6 6 5  
4  ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数  - 0 . 1 1 2  0 . 1 1 4  0 . 5 4 8  
  因 子 間 相 関  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  
 




―  0 . 3 5 5  
  Ⅲ      ―  
・ 最 尤 法  
・ P r o m a x 回 転  




 音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 を 規 定 す る 要 因 の 因 子 分 析 に お い て 、
各 因 子 に 高 い 負 荷 量 を 示 し た 項 目 の 平 均 値 を 算 出 し 、 そ れ ぞ れ を Ｆ
Ⅰ 「 興 味 ・ 関 心 」 得 点 、 Ｆ Ⅱ 「 意 欲 ・ 活 動 量 」 得 点 、 Ｆ Ⅲ 「 重 要 な
他 者 」 得 点 と し て そ の 関 係 を 分 析 し た ( T a b l e . 4 )。  
内 的 整 合 性 に つ い て は C r o n b a c h の α 係 数 を も っ て 判 定 し た 。  
 3 つ の 下 位 尺 度 は 互 い に 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し た 。 α 係 数 も す べ
て 0 . 8 0 0 以 上 と い う 十 分 な 値 が 得 ら れ 内 的 整 合 性 の 高 さ が 証 明 さ れ
た 。  
 以 上 の こ と か ら 、 音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 を 規 定 す る 要 因 に 、
今 回 検 出 さ れ た 3 因 子 を 採 用 す る こ と の 妥 当 性 は 高 い と 判 断 し た 。  
 
T a b l e . 4  ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 要 因 の 下 位 尺 度 間 相 関  
  Ｆ Ⅰ  Ｆ Ⅱ  Ｆ Ⅲ  M e a n  S . D .  α  
Ｆ Ⅰ 興 味 ・ 関 心  ―  0 . 6 1 *  0 . 3 0 * *  2 . 4 4  0 . 5 3  0 . 8 5  
Ｆ Ⅱ 意 欲 ･ 活 動 量  
 
―  0 . 2 8 * *  2 . 0 4  0 . 7 1  0 . 8 3  
Ｆ Ⅲ 重 要 な 他 者      ―  2 . 3 3  0 . 8 4  0 . 8 6  
* * : p < 0 . 0 1  
 
音 楽 大 学 生 に お い て 、ス ポ ー ツ を 実 施 さ せ る た め の 重 要 な 要 素 は 、
興 味 ・ 関 心 を 持 つ と と も に 、 ス ポ ー ツ に 意 欲 を 持 ち 実 際 に 活 動 す る
こ と や 、 共 に 実 施 す る 他 者 の 存 在 が 重 要 と な っ て く る こ と が 示 さ れ
た 。 こ の こ と か ら 、 音 楽 大 学 に お け る 体 育 授 業 が 果 た す 役 割 と し て
以 下 の 3 点 が 指 摘 さ れ た 。  
①  ス ポ ー ツ の 楽 し さ を 知 り 、 十 分 に 興 味 を も っ て も ら う こ と  
② 実 際 ス ポ ー ツ を 体 感 す る こ と で 活 動 に 対 す る 意 欲 を 高 め る こ と  
③ ス ポ ー ツ を 通 じ て 交 友 関 係 を 築 き 、 共 に 活 動 す る 友 人 を 作 る こ と  
 




 体 育 授 業 初 回 の 各 群 の 特 徴 が 、 年 間 を 通 じ て ど の よ う に 変 化 し た
か 、 授 業 初 回 と 最 終 回 に お け る 特 徴 と 変 化 に つ い て 分 析 を 試 み た 。
分 析 の 対 象 は 、 授 業 初 回 と 最 終 回 と も に デ ー タ が 整 っ た 1 1 2 名 で あ
る 。  
 
1 )  体 育 授 業 初 回 の S C ス コ ア 「 上 位 群 」 の 特 徴 と 変 化  
体 育 授 業 初 回 に S C ス コ ア が 上 位 群 だ っ た 学 生 （ 1 7 名 ） が 、 最 終
回 に お い て S C ス コ ア が ど の よ う に 変 化 し た の か 分 析 し た 結 果 、「 運
動 量 の 確 保 」「 多 忙 時 の 実 施 時 間 」「 授 業 外 活 動 量 」「 2 週 間 以 内 の 活
動 意 欲 」 の 4 項 目 に お い て 有 意 に 下 降 傾 向 を 示 し た 。 そ の 下 降 傾 向
を 示 し た 4 項 目 に 着 目 す る と 、 そ れ ら は 全 て FⅡ に 含 ま れ る 項 目 で
あ っ た （ T a b l e . 5）。  
 
T a b l e . 5  体 育 授 業 初 回 の S C ス コ ア 「 上 位 群 」 の 特 徴 と 変 化  ｎ = 1 7  
Ｓ Ｃ ス コ ア の
変 化  
％  因 子  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響  
を 与 え る 項 目  
M e a n  
Ｐ  
初 回  最 終
回  
 
上 位 群 → 上 位 群  6 4 . 7  F Ⅱ  運 動 量 の 確 保  2 . 8 2  1 . 8 2  *  
  
F Ⅱ  
多 忙 時 に お け る ス ポ ー ツ の  
実 施 時 間  
3 . 3 3  2 . 1 7  *  
上 位 群 → 中 位 群  3 5 . 3  F Ⅱ  
授 業 以 外 で の ス ポ ー ツ 活 動
量  
3 . 0 0  1 . 6 7  *  
 
  F Ⅱ  2 週 間 以 内 に お け る 活 動 意 欲  3 . 1 7  2 . 0 0  *  
上 位 群 → 下 位 群  0          
* :  p < 0 . 0 5  
 上 位 群 の 特 徴 と し て は 、 中 位 群 ・ 下 位 群 に 比 べ 、 入 学 前 ま で の 生
活 に お い て ス ポ ー ツ に 親 し み 、 活 動 し 経 験 が 多 か っ た こ と が 推 測 さ
れ る 。 ま た 、 6 4 . 7％ の 学 生 が 年 間 を 通 じ て 上 位 群 に と ど ま っ た が 、
「 運 動 量 の 確 保 」 に 関 す る ス コ ア に 有 意 な 低 下 傾 向 が 見 ら れ た 。 上
23 
 
位 群 か ら 中 位 群 に 下 が っ た 3 5 . 3％ の 学 生 に お い て は 、 FⅡ に お け る
３ 項 目 で 有 意 な 低 下 が み ら れ た 。 さ ら に 、 上 昇 傾 向 が み ら れ る 項 目
は な か っ た 。  
 入 学 前 に は ス ポ ー ツ 活 動 を あ る 程 度 積 極 的 に 行 っ て き た と 考 え ら
れ る 上 位 群 に お い て は 、 入 学 後 生 活 環 境 が 変 わ り 、 ス ポ ー ツ に 対 す
る 意 欲 や 活 動 量 が 低 下 し た こ と が 推 測 さ れ た 。 大 学 生 活 と ス ポ ー ツ
の 両 立 を 促 し 、 体 育 授 業 外 で も ス ポ ー ツ 実 施 に 通 じ る よ う な 意 欲 や
活 動 量 を 低 下 さ せ な い 工 夫 を 提 案 し て い く こ と が 重 要 と 言 え る 。  
 
2 )  体 育 授 業 初 回 の S C ス コ ア 「 中 位 群 」 の 特 徴 と 変 化  
 体 育 授 業 初 回 に S C ス コ ア が 中 位 群 だ っ た 学 生 （ 6 5 名 ） が 、 最 終
回 に お い て S C ス コ ア が ど の よ う に 変 化 し た の か 分 析 し た 結 果
8 1 . 5％ の 学 生 が 年 間 を 通 じ て S C ス コ ア に 有 意 な 変 化 を 示 さ な か っ
た 。し か し 、 S C ス コ ア が 変 わ ら な か っ た 学 生 で も 、「 知 人 の 数 」「 名
前 ま で 認 知 し て い る 数 」「 未 実 施 に よ る ス ト レ ス 」「 2 週 間 以 内 の 活
動 意 欲 」「 興 味 」 の 5 項 目 の S C ス コ ア が 有 意 に 上 昇 し て い る こ と が
明 ら か と な っ た 。 ま た 、 因 子 分 析 に お い て 抽 出 さ れ た 因 子 を 構 成 す
る 項 目 に 着 目 す る と 、 FⅠ 2 項 目 、 FⅡ 1 項 目 、 FⅢ 2 項 目 の 5 項 目 が
当 て は ま っ た 。 特 に FⅢ 「 ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数 」 、 FⅡ 「 2 週
間 以 内 に お け る ス ポ ー ツ 活 動 意 欲 」 に お い て 、 大 き な 上 昇 傾 向 が 示
さ れ た （ T a b l e . 6） 。  
こ れ は 、 体 育 授 業 に お い て 、 共 に ス ポ ー ツ に 関 わ っ た 人 の 存 在 が
ス ポ ー ツ 参 与 に 高 く 影 響 し 、 授 業 に お け る ス ポ ー ツ 実 践 に よ り 近 日
中 に ス ポ ー ツ を し た い と い う 前 向 き な 活 動 意 欲 を 向 上 さ せ る 要 因 と
な っ た こ と が 推 測 さ れ る 。 し た が っ て 、 引 き 続 き 体 育 授 業 で 仲 間 を







T a b l e . 6  体 育 授 業 初 回 の S C ス コ ア 「 中 位 群 」 の 特 徴 と 変 化  ｎ = 6 5  
Ｓ Ｃ ス コ ア 変 化  ％  因 子  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響  
を 与 え る 項 目  
M e a n  
Ｐ  
初 回  最 終
回  中 位 群 → 上 位 群  7 . 7          
  F Ⅲ  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  2 . 7 4  3 . 3 4  * *  
  
F Ⅲ  
ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で
認 知 し て い る 数  
2 . 6 6  3 . 1 1  *  
中 位 群 → 中 位 群  8 1 . 5  F Ⅰ  
ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト
レ ス  
1 . 8 7  2 . 0 0  *  
  
F Ⅱ  
2 週 間 以 内 に お け る ス ポ ー ツ
活 動 意 欲  
1 . 9 1  2 . 4 0  * *  
    F Ⅰ  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  2 . 6 6  2 . 9 1  *  
中 位 群 → 下 位 群  1 0 . 8          
* :  p < 0 . 0 5 ,  * * :  p < 0 . 0 1   
 
3 )  体 育 授 業 初 回 の S C ス コ ア 「 下 位 群 」 の 特 徴 と 変 化   
 体 育 授 業 初 回 に S C ス コ ア が 下 位 群 だ っ た 学 生 （ 3 0 名 ） が 、 最 終
回 に お い て S C ス コ ア が ど の よ う に 変 化 し た の か 分 析 し た 結 果 、年 間
を 通 じ て 6 0 . 0％ が 下 位 群 の ま ま で あ っ た 。 し か し 、「 ス ポ ー ツ を 通
じ た 知 人 の 数 」「 ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で 認 知 し て い る 数 」「 ス ポ
ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数 」「 多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間 」「 ス ポ ー ツ 未
実 施 に よ る ス ト レ ス 」「 2 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲 」「 音 楽 活 動
継 続 と の 関 連 」「 ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味 」「 ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信 」
の 9 項 目 に お い て S C ス コ ア が 有 意 に 上 昇 し て い る こ と が 明 ら か に な
っ た 。 ま た 、 因 子 分 析 に お い て 抽 出 さ れ た 因 子 を 構 成 す る 項 目 に 着
目 す る と 、 FⅠ 4 項 目 、 FⅡ 2 項 目 、 FⅢ 3 項 目 の 9 項 目 が 当 て は ま っ
た （ T a b l e . 7）。  
上 位 群 、 中 位 群 と 比 較 し 、 上 昇 傾 向 に あ る 項 目 が 9 項 目 と 多 い こ
と か ら 、 ス ポ ー ツ に 対 し 前 向 き に 関 わ ろ う と す る 傾 向 が 示 さ れ た 。
特 に 、FⅢ に お け る ス コ ア が 高 く 、ス ポ ー ツ に 関 わ る 習 慣 の 少 な い 下
位 群 に と っ て 、 共 に ス ポ ー ツ に 親 し む 他 者 の 存 在 が ス ポ ー ツ 参 与 に
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重 要 な 役 割 を 担 っ て い る こ と が 推 察 さ れ た 。 こ れ は 、 体 育 授 業 に お
い て 、 ネ ッ ト 型 ス ポ ー ツ を 通 し て ダ ブ ル ス を 組 む こ と で 交 友 関 係 を
築 き 、 共 に ス ポ ー ツ に 関 わ る 仲 間 が で き た こ と が 影 響 し た と 考 え ら
れ る 。  
 
T a b l e . 7   体 育 授 業 初 回 の S C ス コ ア「 下 位 群 」の 特 徴 と 変 化  ｎ = 3 0  
Ｓ Ｃ ス コ ア の  
変 化  
％  因 子  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響  
を 与 え る 項 目  
M e a n  
 
Ｐ  
初 回  最 終
回  下 位 群 → 上 位 群  6 . 7          
下 位 群 → 中 位 群  3 3 . 3          
  F Ⅲ  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  2 . 2 2  3 . 4 4  *  
  F Ⅲ  
ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で
認 知 し て い る 数  
2 . 0 0  3 . 1 7  *  
  
F Ⅲ  ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  1 . 6 1  2 . 9 4  *  
  
F Ⅱ  多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間  1 . 1 7  1 . 8 3  *  
下 位 群 → 下 位 群  6 0 . 0  F Ⅰ  
ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト
レ ス  
1 . 0 0  1 . 4 4  * *  
  
F Ⅱ  
2 週 間 以 内 に お け る ス ポ ー
ツ 活 動 意 欲  
1 . 0 6  1 . 8 9  * *  
  
F Ⅰ  
音 楽 活 動 継 続 と ス ポ ー ツ の
関 連 性  
1 . 9 4  3 . 1 7  * *  
  
F Ⅰ  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  1 . 3 9  2 . 5 0  * * *  
    F Ⅰ  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  1 . 2 8  1 . 6 7  *  










1 )  体 育 授 業 か ら 受 け た 影 響  
 体 育 授 業 最 終 回 に お け る 、 授 業 か ら 受 け た 影 響 を 群 別 に 比 較 し た
（ F i g u r e . 1）。  
「 ス ポ ー ツ の 楽 し さ 」を 表 す 割 合 が 上 位 群 7 2 . 2％ 、中 位 群 6 8 . 1％
と 高 い 値 が 示 さ れ た 。ま た 、下 位 群 に お い て は「 ス ポ ー ツ の 楽 し さ 」
と 「 仲 間 づ く り の 大 切 さ 」 が 共 に 4 8 . 0％ と 同 等 の 割 合 を 示 し た 。  
            
 
ｎ = 1 1 2  
F i g u r e . 1  群 別 の 体 育 授 業 か ら 受 け た 影 響 （ 複 数 回 答 ）  
 
2 )  音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性  
 よ り 良 い 音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性 を 、 群 別 に 比 較
し た （ F i g u r e . 2）。  
ス ポ ー ツ の 必 要 性 を 重 視 す る 傾 向 に あ る も の は 、 上 位 群 1 0 0％ 、
中 位 群 9 4 . 2％ 、下 位 群 8 0％ と な り 、ど の 群 に お い て も 、ス ポ ー ツ を
















                    
ｎ = 1 1 1  
F i g u r e . 2  音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要  
 
3 )  体 育 授 業 の 受 講 希 望  
 今 後 の 体 育 授 業 の 受 講 希 望 を 群 別 に 示 し た （ F i g u r e . 2）。  
上 位 群 に お い て は 、 6 5 . 0％ が 受 講 を 希 望 し た が 、 中 位 群 に お い て
は「 受 講 し た い 」 4 9 . 3％ と 、「 ど ち ら で も い い 」 4 3 . 5％ と ほ ぼ 同 じ 割
合 と な っ た 。下 位 群 に お い て は「 受 講 し た い 」を「 ど ち ら で も い い 」
が 2 0 . 0％ 上 回 っ た 。ま た「 受 講 し た く な い 」の 回 答 も 1 6 . 0％ 見 ら れ
た 。  
 
ｎ = 1 1 1  
F i g u r e . 3  体 育 授 業 の 受 講 希 望  
上 位 群 の 特 徴 は 、 体 育 授 業 を 通 し て 、 7 2 . 2％ が ス ポ ー ツ の 楽 し さ



















体 の へ 影 響 」の 修 得 を 得 る な ど 、前 向 き に 授 業 を 捉 え る 傾 向 に あ る 。
授 業 の 受 講 希 望 の 割 合 も 高 く 、 音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必
要 性 も 1 0 0％ の 好 意 的 な 回 答 が あ り 、 ス ポ ー ツ と よ り 良 い 音 楽 活 動
の 関 係 も 理 解 で き た こ と が 示 さ れ た 。  
 中 位 群 の 特 徴 は 、 上 位 群 と 比 較 す る と や や 低 い 傾 向 に は あ る が 、
「 ス ポ ー ツ の 楽 し さ 」 や 「 仲 間 づ く り の 大 切 さ 」 で は 上 位 群 に 近 い
結 果 が 得 ら れ た こ と で あ る 。「心 身 に 対 す る 知 識 」に 関 し て は 上 位 群
よ り も 高 い 割 合 と な っ た 。体 育 授 業 の 受 講 希 望 に 関 し て は 、「受 講 し
た い 」 と 「 ど ち ら で も い い 」 が ほ ぼ 同 じ 割 合 だ っ た 。 ス ポ ー ツ へ の
活 動 意 欲 が 向 上 し づ ら い 傾 向 が う か が え る 。  
 下 位 群 の 特 徴 は 、 上 位 群 ・ 中 位 群 と 比 較 し 「 ス ポ ー ツ の 楽 し さ 」
「 心 身 に 対 す る 知 識 」 と 回 答 し た も の の 割 合 が か な り 低 か っ た 。 し
か し 、「 仲 間 づ く り の 大 切 さ 」は 上 位 群 ・ 中 位 群 と 同 様 に 半 数 近 い 回
答 を 得 た 。 下 位 群 に お い て は 、 体 育 授 業 は ス ポ ー ツ の 実 践 を 通 し て
得 た 仲 間 の 存 在 が 大 き か っ た こ と が う か が え た が 、 音 楽 活 動 継 続 に
お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性 は 感 じ て い る が 、 受 講 の 希 望 は 上 位 群 ・ 中
位 群 と 比 較 す る と 少 な く 、 積 極 的 な ス ポ ー ツ 実 践 に は 結 び つ い て い
な い の が 実 情 で あ ろ う 。  
 全 体 的 に 、 体 育 授 業 を 通 じ て ス ポ ー ツ の 楽 し さ や 、 仲 間 づ く り の
大 切 さ 、 音 楽 を 継 続 し て 実 施 し て い く た め の ス ポ ー ツ の 必 要 性 が 理
解 さ れ る 傾 向 に あ っ た こ と か ら 、 体 育 授 業 に 好 印 象 を も っ た こ と が









６ ．  ス ポ ー ツ 参 与 と 体 力 の 関 係  
 
１ ） 音 楽 大 学 生 と 一 般 同 年 齢 女 性 の 比 較  
 体 力 テ ス ト を 体 育 授 業 初 回 お よ び 最 終 回 に 行 い 、 音 楽 大 学 生 と 一
般 同 年 齢 女 性 の 比 較 を 行 っ た （ T a b l e . 8）。  
全 国 平 均 ス コ ア は 文 部 科 学 省 に お け る 2 0 1 9 年 の 体 力 テ ス ト の 結
果 と し た 。 音 楽 大 学 生 の 測 定 数 の 違 い は 、 測 定 を ２ 日 に 分 け て 行 っ
た た め 、 欠 席 や 体 調 不 良 、 け が な ど の 理 由 で 測 定 で き な い 学 生 が い
た こ と に よ る も の で あ る 。  
 
T a b l e . 8  体 力 テ ス ト 結 果 （ 音 楽 大 学 生 と 一 般 同 年 齢 女 性 の 比 較 ）  
  音 楽 大 学 生  一 般 同 年 齢 女 子  
  授 業 初 回  授 業 最 終 回  全 国 平 均  
握 力  2 5 . 9 0  2 6 . 8 0  2 6 . 4 1  
 
 n = 1 2 5   n = 1 0 9   n = 7 6 4  
上 体 起 こ し  2 1 . 6 4  2 1 . 0 5  2 3 . 3 4  
 
 n = 1 5 0   n = 1 0 8   n = 7 6 8  
長 座 体 前 屈  4 1 . 9 0  4 2 . 6 0  4 6 . 9 4  
 
 n = 1 5 0   n = 1 0 9   n = 7 6 0  
反 復 横 跳 び  4 4 . 9 1  4 4 . 2 1  4 8 . 1 5  
 
 n = 1 4 9   n = 1 0 6   n = 7 5 6  
立 ち 幅 跳 び  1 5 7 . 3 2  1 5 3 . 2 1  1 6 9 . 1 7  
   n = 1 4 9   n = 1 0 6   n = 7 6 7  
 
音 楽 大 学 生 は 、 授 業 最 終 回 の 握 力 を の ぞ き 、 そ の 他 の 種 目 に お い
て 全 国 平 均 値 を 下 回 っ て い る 。 ま た 、 授 業 初 回 と 最 終 回 の 比 較 に お
い て は 、 上 体 起 こ し 、 反 復 横 跳 び 、 立 ち 幅 跳 び の 記 録 が 低 下 し て い
る 。 い ず れ の 種 目 も 、 体 幹 を 強 く し 、 腹 筋 を 強 化 す る 音 楽 家 の 身 体
づ く り に は 重 要 な 種 目 で あ る こ と か ら 、 音 楽 大 学 と し て の 体 育 授 業
内 容 の 見 直 し が 必 要 で あ る 。 さ ら に 年 間 の 体 力 の 変 化 を 認 識 す る こ
と で 、 積 極 的 な 身 体 作 り の 必 要 性 を 促 す き っ か け と す る こ と が 重 要




２ ） S C ス コ ア と 体 力 の 関 係  
S C ス コ ア の 変 化 が 、体 育 授 業 初 回 と 最 終 回 の 体 力 テ ス ト に ど の よ
う に 影 響 し た か 検 討 し た 。 体 力 テ ス ト の 判 定 は 、 文 部 科 学 省 の 体 力
テ ス ト 得 点 表 を 参 考 に 得 点 化 し 、合 計 し た 得 点 を 用 い た（ T a b l e . 9）。  
 
T a b l e . 9  Ｓ Ｃ ス コ ア の 変 化 と 体 力 の 関 係  
Ｓ Ｃ ス コ ア の 変 化  ｎ  
体 力 テ ス ト  
P  
授 業 初 回   授 業 最 終 回  
上 位 群 → 上 位 群  9  3 2 . 4 4    3 2 . 3 3  ―  
上 位 群 → 中 位 群  5  2 7 . 8 0    3 1 . 6 0  ―  
中 位 群 → 上 位 群  2  2 2 . 5 0    2 5 . 0 0  ―  
中 位 群 → 中 位 群  4 1  2 8 . 8 8    2 8 . 5 6  ―  
中 位 群 → 下 位 群  4  2 9 . 2 5    2 6 . 0 0  ―  
下 位 群 → 上 位 群  2  2 9 . 5 0    3 6 . 5 0  ―  
下 位 群 → 中 位 群  6  3 1 . 0 0    3 0 . 6 7  ―  
下 位 群 → 下 位 群  1 3  2 8 . 4 6    2 5 . 7 7  ―  
＊ :  p < 0 . 0 5  
  
結 果 は 、 全 て に お い て 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。 よ っ て 、
S C ス コ ア が 変 化 し た か ら と い っ て 、 1 年 間 の 体 力 の 向 上 に 直 接 的 な
影 響 を 与 え る 活 動 を 実 施 さ せ る ま で に は い た ら な か っ た こ と が 推 測
さ れ る 。  
 
 
３ ） ス ポ ー ツ 参 与 と 体 力 の 関 係  
 体 力 テ ス ト の 総 合 点 と ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 各 質 問 項 目 の 間 に ど
の よ う な 関 係 が 存 在 す る の か 、 授 業 初 回 （ T a b l e . 1 0 ） と 最 終 回





T a b l e . 1 0  授 業 初 回 の ス ポ ー ツ 参 与 と 体 力 の 関 係  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目  
を 与 え る 項 目  
r  P  
ス ポ ー ツ の 重 要 性  0 . 2 0 6  ＊  
ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス  0 . 2 0 8  ＊  
ス ポ ー ツ ク ラ ブ 所 属 の 有 無  0 . 2 3 3  ＊  
＊ :  p < 0 . 0 5  
 
T a b l e . 1 1  授 業 最 終 回 の ス ポ ー ツ 参 与 と 体 力 の 関 係  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目  r  P  
ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  0 . 2 5 2  ＊  
ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で 認 知 し て い る 人 の 数  0 . 1 9 9  ＊  
ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  0 . 2 3 1  ＊  
体 調  0 . 2 0 1  ＊  
柔 軟 性  0 . 2 9 1  ＊ ＊  
ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  0 . 2 5 5  ＊  
取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境  0 . 2 2 3  ＊  
ス ポ ー ツ の 継 続 意 思  0 . 2 4 7  ＊  
今 後 の 具 体 的 な 意 欲  0 . 2 0 3  ＊  
体 育 授 業 受 講 希 望 の 有 無  0 . 3 0 4  ＊ ＊  
音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性  0 . 2 6 2  ＊ ＊  
＊ :  p < 0 . 0 5 ,   ＊ ＊ :  p < 0 . 0 1 ,  
 
 授 業 初 回 の ス ポ ー ツ 参 与 と 体 力 の 関 係 に お い て は 、「ス ポ ー ツ の 重
要 性 」「 ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス 」「 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 所 属 の 有
無 」 の 3 項 目 に 有 意 な 相 関 関 係 が 見 ら れ た 。 こ れ は 、 入 学 前 、 ス ポ
ー ツ の 重 要 性 を あ る 程 度 理 解 し 、 実 際 に ス ポ ー ツ 実 践 し て い た 可 能
性 が う か が え る こ と で 体 力 も 比 較 的 身 に つ い て い た の で は な い か と
推 察 す る 。  
 授 業 最 終 回 に お い て は 、授 業 初 回 よ り 大 幅 に 多 い 1 1 項 目 に 有 意 な
相 関 関 係 が 見 ら れ た 。 こ れ ら の 項 目 は 授 業 初 回 に お け る 3 項 目 と は
異 な る 項 目 で 構 成 さ れ て い た 。 体 育 授 業 を 通 じ て 、 ス ポ ー ツ に 対 す
る 意 識 変 化 が お こ っ た こ と が 推 測 さ れ 、 こ れ ら の 項 目 が 今 後 体 力 を
獲 得 さ れ る と 考 え ら れ る 。  
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７ ． 考 察  
 
音 楽 大 学 生 の S C ス コ ア は 、年 間 を 通 じ て 全 体 的 に は 上 昇 傾 向 に あ
っ た が 、 一 般 女 子 大 学 生 の 平 均 に は 及 ば な か っ た 。 ま た 、 上 位 群 ・
下 位 群 で 約 6 割 、中 位 群 で 約 8 割 の 学 生 に S C ス コ ア の 変 化 が 見 ら れ
な か っ た 。  
群 別 に 変 化 の 特 徴 を 見 る と 、S C ス コ ア が 授 業 初 回 に 上 位 群 の 学 生
は 、 年 間 を 通 じ て 、 意 欲 ・ 活 動 量 に 関 し て 低 下 傾 向 に あ り 、 入 学 前
の よ う な ス ポ ー ツ の 実 施 が で き て い な い こ と が う か が え た 。 入 学 後
の 生 活 環 境 の 変 化 に よ り 、 今 ま で と 同 じ よ う な ス ポ ー ツ へ の 取 り 組
み は 難 し い 現 状 が 示 唆 さ れ た 。 一 方 、 中 位 群 ・ 下 位 群 に お い て は S C
ス コ ア の 上 昇 ま で は 至 ら な い 学 生 が 多 く 見 ら れ た が 、 ス ポ ー ツ 参 与
に 関 す る 項 目 で 年 間 を 通 じ て 上 昇 傾 向 が 見 ら れ た こ と か ら 、 入 学 前
よ り ス ポ ー ツ へ の か か わ り が 上 昇 す る こ と も 同 時 に 推 測 さ れ る 。 音
楽 大 学 生 の 多 く は ス ポ ー ツ ク ラ ブ な ど 学 外 で ス ポ ー ツ に 関 わ る 機 会
が 少 な い こ と か ら 、 体 育 授 業 が 、 そ の 多 く を 担 う 必 要 が あ る と 考 え
ら れ る 。  
次 に 、体 育 授 業 最 終 回 に お け る S C ス コ ア の 群 別 に 、授 業 か ら 受 け
た 影 響 を 分 析 し た 結 果 、 上 位 群 と 中 位 群 は 「 ス ポ ー ツ の 楽 し さ 」 が
最 も 多 く 、 次 い で 「 仲 間 づ く り の 大 切 さ 」 と な っ た 。 一 方 、 下 位 群
に お い て は こ の 2 項 目 が と も に 約 5 割 と 同 じ 割 合 と な っ た 。 体 育 授
業 か ら 得 ら れ た 影 響 と し て は 、「 ス ポ ー ツ の 実 践 」「 仲 間 の 存 在 」 が
大 き か っ た と み ら れ た 。 授 業 に お い て 、 身 体 づ く り と と も に 良 い 交
友 関 係 を 築 け た こ と が う か が え る 。 今 後 は 、 体 育 授 業 を 通 じ 知 り 合
っ た 仲 間 と 、 授 業 外 で も 共 に ス ポ ー ツ の 実 施 に 取 り 組 め る 意 欲 の 向
上 、 な ら び に 多 く の 仲 間 づ く り に 繋 が る よ う な シ ス テ ム づ く り の 検
討 が 急 務 と な っ て く る と 推 測 さ れ る 。  
「 音 楽 活 動 継 続 に お け る ス ポ ー ツ の 必 要 性 」に つ い て は 、上 位 群 ・
中 位 群・下 位 群 と も に 必 要 性 を 感 じ て い る 学 生 が 8 割 を 超 え て い た 。
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こ れ は 、 体 育 授 業 の 内 容 か ら 、 ス ポ ー ツ が よ り 良 い 音 楽 活 動 に 結 び
つ く こ と の 実 感 が 得 ら れ た も の と 判 断 さ れ た 。  
今 後 、 身 近 な 仲 間 と 気 軽 に 学 内 の 体 育 施 設 を 利 用 で き る よ う に し
た り 、 指 導 者 が ス ポ ー ツ 実 施 へ の 助 言 の 機 会 を 作 る な ど 、 ス ポ ー ツ
を 気 軽 に 継 続 し て 実 施 す る た め の 環 境 を 整 え る 対 策 が 必 要 と 考 え ら
れ る 。  
体 力 に 関 し て は 、 音 楽 活 動 に お い て 長 時 間 の 練 習 に 耐 え ら れ る 身
体 作 り や 、人 前 に 立 つ 時 の 姿 勢 な ど 大 変 重 要 で あ る に も か か わ ら ず 、
音 楽 大 学 生 の S C ス コ ア の 変 化 は も と よ り 、体 力 の 変 化 へ の 影 響 も 見
ら れ な か っ た 。 し か し 、 体 力 を 維 持 向 上 さ せ る に は 、 ス ポ ー ツ へ の
継 続 意 欲 を 高 め る こ と 、 仲 間 の 必 要 性 、 自 信 の 獲 得 な ど が 影 響 し て
い る こ と が 示 さ れ た 。 よ り 良 い 音 楽 活 動 の 継 続 の た め に も 、 こ れ ら
の 関 係 に 着 目 し 、 様 々 な ト レ ー ニ ン グ を 行 う こ と で 体 力 の 維 持 向 上
を 目 指 し た り 、 授 業 内 で 興 味 あ る 種 目 を 取 り 入 れ る こ と で 仲 間 を 作
る 場 を 提 供 し た り 、 ス ポ ー ツ に 対 し 自 信 を 持 て る よ う な 体 育 授 業 内
容 の 検 討 が 必 要 で あ る 。  
1 年 間 の 体 育 授 業 を 通 し て 、 S C ス コ ア や 、 体 力 に お い て 大 き な 変
化 は 見 ら れ な い 傾 向 に は あ っ た 。 金 崎 1 6 ) は 「 大 学 生 の 健 康 ・ ス ポ ー
ツ 科 学 研 究 会 の 報 告 ( 2 0 1 2 )に よ れ ば 、 体 力 に つ い て は そ の 発 達 に ひ
ず み 減 少 が み ら れ 、 1 7 歳 を ピ ー ク に 下 降 気 味 に 推 移 し て い る 。特 に
女 子 の 場 合 に 問 題 が あ り 、1 8～ 1 9 歳 の 女 子 大 学 生 は 高 校 時 代 か ら 体
力 が 低 下 す る 傾 向 に あ る 」 と 指 摘 す る 。 ま た 、 辰 本 ら 1 9 ) は ｢現 在 、
運 動・ス ポ ー ツ を １ 週 間 に １ 回 以 上 実 施 し て い る か 。(大 学 の 体 育 授
業 は 除 く )と い う 低 い 設 問 を 設 け た に も 関 わ ら ず 、運 動 を 実 施 し て い
な い と い う 学 生 が 6 9 . 2 %も み ら れ 、こ の 数 値 は 世 論 調 査 結 果 に も  オ
ー バ ー ラ ッ プ す る 傾 向 が あ る と 考 え ら れ る ｣と 大 学 生 の ス ポ ー ツ 実
施 の 低 下 を 指 摘 し て い る 。音 楽 大 学 生 の S C ス コ ア は 一 般 女 子 大 学 生
よ り も さ ら に 低 い 傾 向 に あ る こ と か ら 、 ス ポ ー ツ へ の か か わ り の 低
さ は 深 刻 で あ る 。 加 え 、 身 体 が 資 本 で あ る 音 楽 家 に と っ て 健 康 ・ 体
力 の 維 持 向 上 を 目 指 す ス ポ ー ツ へ の か か わ り は 、 一 般 女 子 大 学 生 よ
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り も 一 層 必 要 と 考 え ら れ る た め 、 音 楽 大 学 に お け る 今 後 の 対 策 は 必
須 で あ る と 言 え よ う 。 1 年 間 の 体 育 授 業 を 通 じ て 、 ス ポ ー ツ と の か
か わ り は 、 上 昇 傾 向 が 見 ら れ る だ け で な く 、 今 回 の 分 析 の 結 果 か ら
は 、 ス ポ ー ツ 参 与 向 上 の た め に 必 要 な 要 素 を 得 る こ と が で き た と 判
断 さ れ る 。今 後 は 、得 ら れ た 要 素 を 体 育 授 業 の 内 容 に 反 映 さ せ た り 、
授 業 外 で 気 楽 に ス ポ ー ツ が 実 施 で き る シ ス テ ム 作 り が 重 要 と 考 え る 。
例 え ば 、 定 期 的 に 学 内 施 設 を 開 放 し 、 教 員 が 助 言 し な が ら 自 由 に ス
ポ ー ツ が 実 施 で き る 日 を 設 定 す る な ど の シ ス テ ム を 構 築 す る こ と で 、
ス ポ ー ツ 参 与 の あ り 方 を 変 化 さ せ る 可 能 性 が う か が え る も の と 考 え


















Ⅲ  研 究 2  体 育 授 業 終 了 後 の ス ポ ー ツ 参 与  
 
A  目 的  
体 育 授 業 の 目 的 に 沿 っ て 、 体 育 授 業 終 了 後 も 継 続 的 に ス ポ ー ツ を
実 践 さ れ て い た か を 把 握 す る た め 、 上 級 学 年 の ス ポ ー ツ 参 与 状 況 を
明 ら か に す る こ と と し た 。 体 育 授 業 終 了 後 も よ り 良 い 音 楽 活 動 の た
め に 、 ス ポ ー ツ と ど の よ う に 関 わ っ て き た か を 知 る こ と で 、 体 育 授
業 に お け る 効 果 を 明 確 に し よ う と す る も の と し た 。  
 分 析 の 対 象 と な る 上 級 生 （ 2～ 4 年 生 ） と は 、 1 年 次 に 体 育 授 業 を
受 講 し 、そ の 後 、上 級 学 年 で 開 講 さ れ る 体 育 授 業 を 選 択・履 修 し た 、
ス ポ ー ツ に 対 し て 親 和 性 の 強 い 学 生 で あ る 。  
 
 
B  方 法  
 
１ ． 質 問 紙 に よ る 調 査  
 
１ ） 調 査 ・ 分 析 の 対 象  
上 級 学 年 で 開 講 さ れ る 体 育 授 業 を 受 講 し た 、 同 一 大 学 に 所 属 す る
2～ 4 年 生 、 6 0 名 の う ち 、男 子 学 生 お よ び 2 3 歳 以 上 の 女 子 学 生 を 除
い た 、 1 9 か ら 2 2 歳 の 女 子 学 生 、 4 9 名 を 対 象 と し た 。  
 
２ ） 調 査 の 方 法 と 内 容  
( 1 )調 査 の 方 法  
1 年 生 を 対 象 に 行 っ た 方 法 と 同 様 に 、 質 問 紙 に よ る ア ン ケ ー ト 調
査 を 、 集 合 調 査 法 を 用 い て 行 っ た 。 前 述 し た と お り 、 調 査 の 対 象 者
が 在 籍 す る 大 学 側 に は 承 諾 を 得 る と と も に 、 研 究 者 が 在 籍 す る 大 学





 ( 2 )調 査 の 内 容  
 1 年 生 と 比 較 す る た め 、 ア ン ケ ー ト 調 査 の 内 容 は 、 1 年 生 で 使 用
し た 質 問 2 7 項 目 の 内 、「 体 育 授 業 最 終 回 の ス ポ ー ツ に 対 す る 意 識 変
化 」 の 5 項 目 を 除 外 し た 2 2 項 目 を 使 用 し た 。 さ ら に 、 体 育 授 業 終
了 後 の ス ポ ー ツ 参 与 の 実 態 を 把 握 す る た め 4 項 目 を 加 え 、2 6 項 目 で
実 施 し た 。  
 
a .  個 人 的 属 性  
①  氏 名  
②  性 別  
③  年 齢   
④  専 攻  
 
b .  ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 項 目  
a )  ス ポ ー ツ を 実 施 す る 上 で の 重 要 な 他 者  
①  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数 （ 4 件 法 ）  
②  ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 を 認 知 し て い る 数 （ ４ 件 法 ）  
③  ス ポ ー ツ に 通 じ た 仲 間 の 数 （ ４ 件 法 ）  
④  ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数 （ ４ 件 法 ）  
 
b )  ス ポ ー ツ に 対 す る 意 識  
  ⑤  ス ポ ー ツ の 重 要 性 （ 3 件 法 ）  
⑥  多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間 （ ４ 件 法 ）  
⑦  ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス （ ４ 件 法 ）  
⑧  ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感 （ ４ 件 法 ）  
 
c )  ス ポ ー ツ の 実 施 状 況  
  ⑨  ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 所 属 （ 2 件 法 ）  
⑩  授 業 外 の ス ポ ー ツ 活 動 量 （ ４ 件 法 ）  
⑪  ２ 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲 （ ４ 件 法 ）  
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⑫  今 後 1 年 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲 （ ４ 件 法 ）  
⑬  ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費 （ ４ 件 法 ）  
 
d )  ス ポ ー ツ と 音 楽 活 動 の 関 係 性  
⑭  ス ポ ー ツ の 音 楽 活 動 継 続 へ の 影 響 （ ４ 件 法 ）  
⑮  音 楽 活 動 継 続 の た め の ス ポ ー ツ 実 践 （ ４ 件 法 ）  
 
e )  現 在 の 身 体 状 況  
⑯  運 動 量 の 確 保 （ ４ 件 法 ）  
⑰  体 調 （ ４ 件 法 ）  
⑱  体 力 （ ４ 件 法 ）  
⑲  柔 軟 性 （ ４ 件 法 ）  
 
f )  ス ポ ー ツ に 関 す る 興 味 ・ 関 心  
⑳  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味 （ ４ 件 法 ）  
㉑  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信 （ ４ 件 法 ）  
㉒  取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境 （ ４ 件 法 ）  
 
g )  体 育 の 授 業 終 了 後 の 実 態  
㉓  体 育 授 業 で 培 っ た も の （ 複 数 回 答 ）  
㉔  体 育 授 業 終 了 後 の ス ポ ー ツ の 実 施 （ ４ 件 法 ）  
㉕  2 4 に お け る 理 由 （ 複 数 回 答 ）  
㉖  上 級 学 年 に よ る 体 育 授 業 受 講 理 由 （ 複 数 回 答 ）  
 
３ ） 調 査 時 期  







C  結 果 お よ び 考 察  
 
１ ． 体 育 授 業 終 了 後 の ス ポ ー ツ 参 与  
 
１ ） 群 別 の ス ポ ー ツ 参 与  
 体 育 授 業 終 了 後 の 2 ~ 4 年 生 の 学 生 4 9 人 の S C ス コ ア を 求 め 、群 別
の 割 合 を 比 較 し た 。 1 年 生 の 体 育 の 授 業 終 了 時 と 比 較 す る と 、 S C ス
コ ア が 高 い 上 位 群 が 1 1 . 5％ 高 く 、 低 い 下 位 群 が 1 0 . 7％ 低 い 。 ま た 、
一 般 女 子 大 学 生 の ス コ ア と 比 較 に お い て 、上 位 群 が 4 . 6 %、中 位 群 が
1 6 . 9 % 高 く 、 下 位 群 に お い て は 2 1 . 4 ％ 低 い 割 合 が 示 さ れ た
（ T a b l e . 1 2）。  
 
T a b l e . 1 2  授 業 終 了 後 の S C ス コ ア の 比 率 と 授 業 終 了 時 お よ び 一 般
女 子 大 学 生 と の 比 較               （ ％ ） 
  音 楽 大 学 生  
一 般 女 子 大 学 生  
 
１ 年 生 ( 授 業 終 了 時 )
時 )  
（ 授 業 最 終 回 ）  
2 ～ 4 年 生  
  n = 1 5 2  n = 4 9  n = 4 4 2  
上 位 群  1 5 . 0  2 6 . 5  2 1 . 9  
中 位 群  6 0 . 0  5 9 . 2  4 2 . 3  
下 位 群  2 5 . 0  1 4 . 3  3 5 . 7  
 
分 析 の 対 象 は 、 2 年 生 以 上 で 選 択 履 修 し た 、 ス ポ ー ツ に 対 し 積 極
性 が あ り 、 か つ 、 好 感 を 持 っ て い る こ と は 予 想 で き る 学 生 で あ っ た
た め 、 体 育 授 業 の な い 状 況 の 中 で 、 自 ら の 意 思 で ス ポ ー ツ の 継 続 が
で き て い た と 推 測 さ れ る 。 こ れ は 、 1 年 次 に お け る 体 育 授 業 の 効 果







２ ）  ス ポ ー ツ 実 施 の 実 態  
 2～ ４ 年 生 の 授 業 開 始 前 の ス ポ ー ツ 実 施 に お い て は 、 7 1 . 4％ の 学
生 が ス ポ ー ツ を 実 施 し て い た 事 が 示 さ れ た（ T a b l e . 1 3）。ま た 、音 楽
活 動 継 続 と ス ポ ー ツ の 関 連 性 に つ い て は 8 7 . 8％ の 学 生 は 関 連 性 が
あ る と 回 答 し て い る（ T a b l e . 1 4）。し か し な が ら 、音 楽 活 動 継 続 の た
め に ス ポ ー ツ 実 施 し て い る 割 合 が 3 4 . 7 ％ と 非 常 に 低 く な っ て い る
（ T a b l e . 1 5）。  
  
 
T a b l e . 1 3  2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 実 施 の 実 態        n = 4 9  
項  目  n  ％  
定 期 的 に し て い た  5  1 0 . 2  
時 々 し て い た  1 0  2 0 . 4  
た ま に し て い た  2 0  4 0 . 8  
ま っ た く し て い な い  1 4  2 8 . 6  
 
T a b l e . 1 4  音 楽 活 動 継 続 と ス ポ ー ツ の 関 連 性        n = 4 9  
項  目  ｎ  ％  
か な り 関 連 が あ る  2 7  5 5 . 1  
多 少 関 連 が あ る  1 6  3 2 . 7  
あ ま り 関 連 が な い  4  8 . 2  
全 く 関 連 が な い  2  4 . 1  
 
T a b l e . 1 5  音 楽 活 動 継 続 の た め の ス ポ ー ツ 実 施       n = 4 9  
項   目  ｎ  ％  
か な り 行 っ て い る  3  6 . 1  
時 々 行 っ て い る  1 4  2 8 . 6  
ほ と ん ど 行 っ て い な い  1 7  3 4 . 7  




７ 割 を 超 え る 学 生 が 体 育 授 業 終 了 後 も ス ポ ー ツ を 継 続 し て 実 施 し 、
さ ら に 音 楽 活 動 と ス ポ ー ツ の 関 連 を 理 解 し て い る に も 関 わ ら ず 、 ス
ポ ー ツ 実 施 の 目 的 が 、 直 接 音 楽 活 動 継 続 に 繋 が る 学 生 は そ の 1 / 3 程
度 で あ る こ と が 判 明 し た 。 加 え て 、 専 攻 ご と の 演 奏 方 法 に 直 接 効 果
が 実 感 で き る ス ポ ー ツ を 選 択 さ せ 、 目 的 を も っ た ス ポ ー ツ 活 動 が 実
践 さ れ れ ば 、 今 後 の 音 楽 活 動 の 継 続 や ス ポ ー ツ の 参 与 に 結 び つ く 可


























２ ． ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 要 因 の 検 討  
 
１ ） 因 子 分 析 を 用 い た 検 討  
1 年 生 と 同 様 に 、 2～ 4 年 生 用 に 訂 正 し た ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質
問 2 0 項 目 を 用 い 、 因 子 分 析 す る こ と に よ っ て 、 ス ポ ー ツ 参 与 を 規
定 す る 要 因 を 明 ら か に し よ う と し た 。 因 子 分 析 に 先 立 ち 、 ス ポ ー ツ
参 与 に 関 す る 質 問 項 目 の 記 述 統 計 量 を 求 め 、 天 井 効 果 と 床 効 果 の 確
認 を 行 っ た （ T a b l e . 1 6）。  
 
T a b l e . 1 6  2 ～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 ご と の 記 述 統 計
   n = 4 9   
  ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目  M e a n  S . D .  
1  ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  2 . 8 6  1 . 1 9 0  
2  ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で 認 知 し て い る
数  
2 . 8 4  1 . 1 2 4  
3  ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  2 . 2 2  0 . 9 1 9  
4  ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数  2 . 2 7  1 . 1 3 2  
5  多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間  2 . 5 5  0 . 7 3 8  
6  ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス  2 . 3 1  0 . 9 1 8  
7  ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感  3 . 0 6  0 . 7 7 5  
8  授 業 外 の ス ポ ー ツ 活 動 量  1 . 9 0  1 . 0 0 5  
9  ２ 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  2 . 3 3  1 . 0 2 9  
1 0  今 後 １ 年 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  2 . 7 3  0 . 7 3 0  
1 1  ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費  1 . 5 3  0 . 6 1 6  
1 2  ス ポ ー ツ の 音 楽 活 動 継 続 へ の 影 響  3 . 3 9  0 . 8 1 2  
1 3  音 楽 活 動 継 続 の た め の ス ポ ー ツ 実 践  2 . 1 0  0 . 9 1 8  
1 4  運 動 量 に 関 す る 確 保  1 . 5 3  0 . 7 1 0  
1 5  現 在 の 体 調  2 . 7 6  0 . 7 5 1  
1 6  体 力  2 . 0 4  0 . 8 6 5  
1 7  柔 軟 性  1 . 9 0  0 . 9 4 1  
1 8  ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  3 . 2 2  0 . 6 8 5  
1 9  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  2 . 1 8  0 . 8 3 4  




い く つ か の 項 目 に お い て 、 床 効 果 が み ら れ た が 、 探 索 的 に 因 子 分
析 を 利 用 す る こ と を 考 慮 し 、 除 外 せ ず 分 析 を 実 施 し た 。  
因 子 分 析 は 最 尤 法 を 用 い 、1 年 次 と 同 様 に 実 施 し た 。４ 因 子 構 造 、
６ 因 子 構 造 が 候 補 と 考 え ら れ た た め 、 そ れ ぞ れ の 因 子 数 を 指 定 し 、
最 尤 法 ・ P r o m a x 回 転 を 用 い て ２ 回 目 以 降 の 因 子 分 析 を 行 っ た 。 結
果 、 ４ 因 子 構 造 を 採 用 す る こ と が 妥 当 で あ る と 考 え ら れ た た め 、 最
尤 法・ P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 続 行 し た 。0 . 4 0 0 を 下 回 る 十 分
な 因 子 負 荷 量 を 示 さ な か っ た 2 項 目 を 分 析 か ら 除 外 し 、 同 様 の 方 法
を 用 い て 分 析 を 続 行 し た 。 そ の 結 果 、 新 た な ４ 因 子 構 造 が 得 ら れ た
（ T a b l e . 1 7）。な お 、回 転 前 の ４ 因 子 で 2０ 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る
割 合 は 6 1 . 3 3 %で あ っ た 。  
第 1 因 子 （ F 1） は ５ 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 授 業 以 外 で の 活 動
量 」「 ス ポ ー ツ に 対 す る 活 動 意 欲 」な ど 、強 い 意 欲 を 持 っ て 実 際 に 実
行 さ れ て い る 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し た 。 ス ポ ー ツ に 対 す る
意 欲・活 動 量 に 関 す る 項 目 と す る こ と か ら 因 子 名 を「 意 欲・活 動 量 」
と し た 。  
第 2 因 子 （ F 2） は ４ 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 ス ポ ー ツ に 対 す る
に お け る 知 人 や 名 前 を 認 知 し て い る 人 の 数 、 大 切 な 仲 間 や 親 友 」 な
ど 、 共 に ス ポ ー ツ に 関 わ る 人 に 関 す る 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示
し た 。 ス ポ ー ツ 実 施 の た め の 仲 間 に 関 す る 項 目 と す る こ と か ら 因 子
名 を 「 重 要 な 他 者 」 と し た 。  
第 3 因 子 （ F 3） は ５ 項 目 で 構 成 さ れ て お り 「 ス ポ ー ツ に 関 す る 興
味 、 自 身 、 高 揚 感 」 な ど 、 ス ポ ー ツ に 興 味 ・ 関 心 を 示 し 、 音 楽 活 動
と の 関 連 を 意 識 し て い る 内 容 の 項 目 が 高 い 負 荷 量 を 示 し て い た 。 音
楽 活 動 と ス ポ ー ツ 参 与 の 関 係 性 か ら 来 る 興 味 ・ 関 心 に 関 す る 項 目 と
す る こ と か ら 、 因 子 名 を 「 興 味 ・ 関 心 」 と し た 。  
第 ４ 因 子（ F 4）は ４ 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 身 体 の 調 子 、体 力 、
柔 軟 性 」 な ど 自 身 の 身 体 の 状 態 に 関 す る 項 目 と す る こ と か ら 、 因 子




T a b l e . 1 7  2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 要 因 の 分 析  
 ｎ = 4 9  
ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目  
因       子  
1  2  3  4  
授 業 外 の ス ポ ー ツ 活 動 量  0 . 8 5 0  - 0 . 0 9 5  - 0 . 1 1 4  0 . 0 4 5  
多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間  0 . 6 8 0  0 . 0 4 2  - 0 . 0 4 8  - 0 . 2 0 9  
音 楽 活 動 実 践 の た め の ス ポ ー ツ 実 践  0 . 5 7 8  - 0 . 0 5 1  0 . 0 0 2  0 . 4 1 8  
2 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  0 . 4 9 3  0 . 0 0 9  0 . 0 4 3  0 . 1 6 3  
運 動 量 の 確 保  0 . 4 4 2  0 . 3 3 7  0 . 0 0 3  0 . 1 0 5  
ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 ま で 認 知 し て い る 数  - 0 . 2 8 9  0 . 8 6 2  0 . 0 7 4  - 0 . 0 1 5  
ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  - 0 . 1 0 0  0 . 8 4 5  - 0 . 0 8 9  0 . 0 3 0  
ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  0 . 3 5  0 . 5 9 7  0 . 0 3 7  - 0 . 0 6 3  
ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数  0 . 2 5 7  0 . 5 7 7  0 . 0 0 9  - 0 . 0 4 2  
ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  - 0 . 2 0 7  - 0 . 0 3 8  0 . 8 4 9  0 . 1 6 5  
ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  - 0 . 1 3 9  0 . 1 0 7  0 . 7 2 6  0 . 0 6 9  
取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境  0 . 1 8 4  - 0 . 0 2 5  0 . 5 5 2  0 . 2 0 5  
ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス  0 . 3 9 8  - 0 . 0 2 5  0 . 5 2 2  - 0 . 3 9 3  
ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感  0 . 0 6 7  - 0 . 0 4 3  0 . 4 8 2  - 0 . 2 3 7  
体 調  0 . 1 0 4  0 . 0 7 1  - 0 . 1 3 6  0 . 8 7 2  
柔 軟 性  - 0 . 0 4 9  - 0 . 0 7 5  - 0 . 0 6 1  0 . 5 9 6  
ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費  - 0 . 0 8 2  - 0 . 0 1 0  0 . 2 4 3  0 . 4 5 6  
体 力  0 . 0 9 4  - 0 . 0 3 4  0 . 3 5 6  0 . 4 1 2  
因 子 間 相 関  1  2  3  4  
1  ―  0 . 0 8  0 . 4 1  0 . 2 0  
2  
 
―  0 . 1 7  0 . 0 7  
3  
  
―  0 . 2 5  





２ ） 下 位 尺 度 間 の 内 的 整 合 性 （ α 係 数 ） の 検 討 と 信 頼 性  
 
 音 楽 大 学 生 の 体 育 授 業 後 の ス ポ ー ツ 参 与 の 因 子 分 析 に お い て 、 各
因 子 に 高 い 負 荷 量 を 示 し た 項 目 の 平 均 値 を 算 出 し 、 そ れ ぞ れ を F 1
「 意 欲 ・ 活 動 量 」 得 点 、 F 2「 重 要 な 他 者 」 得 点 、 F 3「 興 味 ・ 関 心 」
得 点 、F 4「 身 体 の 状 態 」得 点 と し て そ の 関 係 を 分 析 し た（ T a b l e . 1 8）。
内 的 整 合 性 に つ い て は C r o n b a c h の α 係 数 を も っ て 判 定 し た 。  
 4 つ の 下 位 尺 度 は 互 い に 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し た 。 α 係 数 も 個 人
レ ベ ル の 調 査 で は 、 0 . 7 で あ れ ば 十 分 よ く 、 0 . 6 以 上 な ら ば 許 容 で き
る 水 準 で あ る こ と か ら 、 十 分 な 値 が 得 ら れ 、 内 的 整 合 性 の 高 さ が 証
明 さ れ た 。  
  
T a b l e . 1 8  2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 要 因 下 位 尺 度
間 相 関 と 平 均 、 S . D .、 α 係 数  
  F 1  F 2  F 3  F 4  M e a n  S . D .  α  
F 1 意 欲 ・ 活 動 量  ―  0 . 1 3 * *  0 . 3 9 * *  0 . 3 6 * *  2 . 0 9  0 . 6 3  0 . 7 6  
F 2 重 要 な 他 者  
 
―  0 . 1 5 * *  0 . 0 2 * *  2 . 5 5  0 . 8 7  0 . 8 1  
F 3 興 味 ・ 関 心  
  
―  0 . 2 8 * *  2 . 6 0  0 . 6 0  0 . 7 6  
F 4 身 体 の 状 態  
   
―  2 . 0 6  0 . 5 7  0 . 6 7  
* * p： < 0 . 0 1  
  
以 上 の こ と か ら 、 ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 要 因 に 今 回 検 出 さ









３ ． 1 年 生 と 2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 の 相 違  
  
ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 を 得 点 化 し 、 同 項 目 に お け る 1 年 生 の
授 業 最 終 回 と 2 ~ 4 年 生 の 平 均 値 を 因 子 別 に 比 較 し た と こ ろ 、 F１ で
「 多 忙 時 の 実 施 時 間 」の 1 項 目 、F３ で「 未 実 施 に よ る ス ト レ ス 」「ス
ポ ー ツ に 対 す る 高 揚 感 」「 ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味 」 の 3 項 目 に お い
て 上 級 生 が 有 意 に 高 い 傾 向 を 示 し た （ T a b l e . 1 9）。  
ス ポ ー ツ が で き な い 時 に は ス ト レ ス を 感 じ た り 、 ス ポ ー ツ を 実 施
す る こ と に 高 揚 感 を 持 っ た り と 、 ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味 ・ 関 心 が 示
さ れ た こ と か ら 、 1 年 生 と 比 較 し 2 ~ 4 年 生 の 方 が ス ポ ー ツ に 好 意 的
な 感 情 を 持 っ て い る こ と が 推 測 さ れ た 。  
 
T a b l e . 1 9  ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 項 目 の 1 年 生 と 2～ 4 年 生 の
比 較  
F  ス ポ ー ツ 参 与 に 影 響 を 与 え る 項 目   1 年 生   2～ 4 年
生  
P  
1  授 業 外 の ス ポ ー ツ 活 動 量  1 . 9 7      1 . 9 0  
 
 
多 忙 時 の ス ポ ー ツ 実 施 時 間  2 . 2 0    2 . 5 5  ＊  
 
音 楽 活 動 実 践 の た め の ス ポ ー ツ 実 践  2 . 2 3      2 . 1 0  
 
 
2 週 間 以 内 の ス ポ ー ツ 活 動 意 欲  2 . 1 9      2 . 3 3  
 
 
運 動 量 の 確 保  1 . 5 0      1 . 5 3  
 
2  ス ポ ー ツ を 通 じ て 名 前 を 認 知 し て い る 数  2 . 7 2      2 . 8 6  
 
 
ス ポ ー ツ を 通 じ た 知 人 の 数  2 . 5 5      2 . 8 4  
 
 
ス ポ ー ツ を 通 じ た 仲 間 の 数  2 . 0 7      2 . 2 2  
 
 
ス ポ ー ツ を 通 じ た 親 友 の 数  1 . 9 9      2 . 2 7  
 
3  ス ポ ー ツ に 対 す る 自 信  1 . 9 7      2 . 1 8  
 
 
ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味  2 . 7 8     3 . 2 2  ＊  
 
取 り 巻 く ス ポ ー ツ 環 境  2 . 1 9      2 . 2 4  
 
 
ス ポ ー ツ 未 実 施 に よ る ス ト レ ス  1 . 9 5    2 . 3 1  ＊  
 
ス ポ ー ツ か ら 得 ら れ る 高 揚 感  2 . 7 4    3 . 0 6  ＊  
4  体 調  2 . 8 4      2 . 7 6  
 
 
柔 軟 性  1 . 9 8      1 . 9 0  
 
 
ス ポ ー ツ に 関 わ る 活 動 費  1 . 6 4      1 . 5 3  
 
  体 力  2 . 0 1      2 . 0 4    
＊ :  p < 0 . 0 5  
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次 に 、 ス ポ ー ツ 参 与 に 関 す る 質 問 に お い て 、 1 年 生 の 体 育 授 業 最
終 回 の 回 答 と 2～ 4 年 生 の 回 答 傾 向 を 比 較 し た 結 果 、「 ス ポ ー ツ の 重
要 性 」「 今 後 １ 年 を 予 想 し た 活 動 意 欲 」「 ス ポ ー ツ へ の 興 味 」 の 3 項
目 に お い て い ず れ も 2～ 4 年 生 が 有 意 に 高 い 値 を 示 し た （ T a b l e . 2 0
～ 2 2）。  
 体 育 授 業 終 了 後 も 、 ス ポ ー ツ に 対 し て 興 味 や 重 要 性 を 感 じ 、 前 向
き な 活 動 意 欲 を 持 ち 続 け た 結 果 が 、 上 級 生 に お い て も 体 育 授 業 を 選
択 し 受 講 す る き っ か け と な っ た と 考 え ら れ る 。  
 
T a b l e . 2 0   ス ポ ー ツ の 重 要 性               （ ％ ）  
  ｎ  
重 要 で は
な い  
ど ち ら で
も な い  
重 要 で あ
る  
ｘ ２  P  
1 年 生  1 1 1  9 . 0  4 8 . 6  4 2 . 3  
1 1 . 5 2 2  ＊  
2～ 4 年 生  4 9  4 . 1  2 4 . 5  7 1 . 4  
＊ :  p < 0 . 0 5  
 
T a b l e . 2 1  今 後 1 年 を 予 想 し た 活 動 意 欲          （ ％ ）  
 
ｎ  続 け な い  
お そ ら く
続 け な い  
お そ ら く
す る  
必 ず  
す る  
ｘ ２  P  
1 年 生  1 1 1  1 9 . 8  3 6 . 9  3 4 . 2  9 . 0  
1 0 . 7 7 7  ＊  
2 ～ 4 年 生  4 9  6 . 1  2 4 . 5  5 9 . 2  1 0 . 2  
＊ :  p < 0 . 0 5  
 
T a b l e . 2 2  ス ポ ー ツ へ の 興 味                （ ％ ） 
  ｎ  
興 味  
な い  
あ ま り  
な い  
ま あ ま あ
あ る  
か な り
あ る  
ｘ ２  P  
1 年 生  1 1 1  1 0 . 8  1 8 . 9  5 1 . 4  1 8 . 9  
9 . 3 8 8  ＊  
2～ 4 年 生  4 9  2 . 0  8 . 2  5 5 . 1  3 4 . 7  




４ ． 考 察  
 
2～ 4 年 生 に お け る S C ス コ ア は 1 年 生 と 比 較 し 高 い 値 を 示 し た 。
実 際 に 7 割 を 超 え る 学 生 が 授 業 終 了 後 も ス ポ ー ツ を 実 施 し て い た と
回 答 し て お り 、 授 業 終 了 後 も ス ポ ー ツ の 関 わ り が 継 続 し て い た こ と
が 示 さ れ た 。 音 楽 活 動 継 続 と ス ポ ー ツ の 関 連 性 に つ い て も 、 8 割 強
の 学 生 は 関 連 性 が あ る と 回 答 し た 。 こ れ ら よ り 音 楽 大 学 の 体 育 授 業
の 目 的 が 達 成 さ れ て い る 傾 向 が う か が え る 。  
し か し な が ら 、 ス ポ ー ツ 実 施 の 理 由 が 、 音 楽 活 動 継 続 の た め と す
る 学 生 は 3 5％ 程 度 に 留 ま っ て お り 、「 よ り 良 い 音 楽 活 動 の た め に ス
ポ ー ツ を 実 践 す る 」 と い う 目 的 を も っ て ス ポ ー ツ 活 動 に 臨 む た め に
は 、 専 攻 ご と の フ ォ ー ム や 演 奏 方 法 に 効 果 の あ る ス ポ ー ツ を 取 り 入
れ て い く こ と が 必 要 と 考 え ら れ た 。よ り 専 門 的 な 内 容 に す る こ と で 、
直 接 ス ポ ー ツ の 効 果 が 実 感 で き 、 さ ら に は 充 実 し た 音 楽 活 動 の 継 続
や ス ポ ー ツ の 参 与 に 結 び つ く こ と が 考 え ら れ る 。2～ 4 年 生 の 体 育 授
業 に お い て は 、 よ り 良 い 音 楽 活 動 と ス ポ ー ツ 実 施 の 関 連 性 に つ い て
伝 達 を 行 う だ け で な く 、 専 攻 に 沿 っ た 効 果 的 な ス ポ ー ツ の 内 容 を 取
り 入 れ 、 目 的 を 明 確 に し た 実 施 に 繋 げ て い く よ う 促 す こ と が 重 要 と
考 え ら れ る 。  
2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 を 規 定 す る 要 因 分 析 に お い て は 、 1 年 生
の 「 興 味 ・ 関 心 」「 意 欲 ・ 活 動 量 」「 重 要 な 他 者 」 の 3 因 子 に 加 え 、
新 た に 「 身 体 の 状 態 」 の 因 子 が 加 わ っ た 。 ス ポ ー ツ を 楽 し む こ と 、
意 欲 的 に 実 施 す る 事 だ け で は な く 、 自 身 の 身 体 の た め に ス ポ ー ツ を
実 施 す る 傾 向 が う か が え 、健 康 に 対 し て 関 心 が 高 ま っ た と み ら れ る 。
ま た 、 1 年 生 と 同 じ 3 因 子 に お い て も 因 子 負 荷 量 の 高 い 「 興 味 ・ 関
心 」「 意 欲 ・ 活 動 量 」「 重 要 な 他 者 」 の 順 か ら 、「 意 欲 ・ 活 動 量 」「 重
要 な 他 者 」「 興 味 ・ 関 心 」 の 順 へ と 変 化 が 見 ら れ た 。 2～ 4 年 生 は 、
ス ポ ー ツ に 対 し て の 興 味 や 関 心 だ け を 超 え 、 自 身 が 意 欲 を も っ て ス
ポ ー ツ を 実 践 し 、活 動 し て い く 傾 向 に あ り 、ま た ス ポ ー ツ 実 践 に は 、
共 に 活 動 す る 他 者 の 存 在 が 大 き く 左 右 す る こ と も 明 ら か と な っ た 。
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2～ 4 年 生 に お け る 体 育 授 業 で は 、自 身 の 身 体 に 関 す る 内 容 を 取 り 入
れ 、 共 に 活 動 す る 仲 間 づ く り を 行 う こ と が ス ポ ー ツ 実 施 率 を 向 上 さ
せ る こ と に つ な が る と 考 え る 。 授 業 で は 脈 拍 を 測 っ た り 、 ヨ ガ や ス
ト レ ッ チ を 行 い 、 自 身 の 身 体 の 状 態 を 把 握 す る た め の 内 容 を 行 っ て
い る が 、 こ れ ら を 継 続 す る と と も に 、 共 に ス ポ ー ツ に 励 む 仲 間 づ く
り が で き る 内 容 を 多 く 取 り 入 れ る こ と で 、 ス ポ ー ツ に 取 り 組 む き っ
か け づ く り が で き る も の と 考 え る 。 ま た 、 生 涯 に お い て 、 年 齢 に あ
っ た ス ポ ー ツ を 選 択 す る 能 力 を 養 え る よ う 、 様 々 な ス ポ ー ツ を 経 験
す る こ と も 重 要 と 考 え ら れ る 。 そ の た め に は 、 現 状 の ネ ッ ト 型 ス ポ
ー ツ 4 種 目 の 他 に 、 生 涯 を 通 じ て 好 意 を も っ て 継 続 で き そ う な 種 目
を 聞 き 取 り 、 授 業 に 取 り 込 ん で い く 必 要 性 が あ る 。  
次 に 、1 年 生 と 2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 の 相 違 に 関 す る 分 析 を 行
っ た 結 果 、 2～ 4 年 生 の 方 が ス ポ ー ツ に 対 す る 興 味 ・ 関 心 が 有 意 に 強
い 傾 向 が 示 さ れ た 。 こ れ は 、 体 育 授 業 に お い て ス ポ ー ツ を 好 意 的 に
捉 え 、 授 業 終 了 後 も 再 度 授 業 を 受 講 し た い と 希 望 す る き っ か け と な
っ た と 推 測 さ れ る 。  
ま た 、1 年 生 と 2～ 4 年 生 の ス ポ ー ツ 参 与 の 関 係 に お け る 質 問 項 目
で は 「 ス ポ ー ツ の 重 要 性 」「 今 後 １ 年 を 予 想 し た 活 動 意 欲 」「 ス ポ ー
ツ へ の 興 味 」 の 3 項 目 に 2～ 4 年 生 に 有 意 な 高 い 傾 向 が 見 ら れ た 。  
今 後 は 、 よ り 良 い 音 楽 活 動 に 効 果 的 で あ る 1 年 生 の 体 育 授 業 で 得
た ス ポ ー ツ へ の 知 識 を 生 か し 、 自 身 の 音 楽 活 動 で ど の よ う な 内 容 の
ス ポ ー ツ を 取 り 込 ん で い く か が 重 要 な こ と と 考 え ら れ る 。 ま た 、 授
業 外 で も 積 極 的 に ス ポ ー ツ を 行 っ て い く 環 境 づ く り が 必 要 で あ り 、
定 期 的 に 学 内 の 施 設 を 開 放 し 、 指 導 者 に よ る ス ポ ー ツ 実 施 に 関 す る
助 言 や 指 導 を 行 う こ と で 自 ら の 活 動 意 欲 を 発 揮 で き る 場 を 提 供 す る
な ど 、 活 動 実 施 に 向 け た シ ス テ ム づ く り を 大 学 全 体 で 取 り 組 み 、 音
楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 を う な が す 環 境 整 備 が 重 要 と 考 え ら れ た 。  
内 閣 府 「 体 力 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る 世 論 調 査 」（ 平 成  2 1  年 度 ） に
基 づ く 文 部 科 学 省 推 計 に よ る と  2 0 ）、 2 0 代 の 運 動 の 実 施 率 は 全 世 代
の 中 で 最 も 低 い と し て い る 。 音 楽 大 学 生 に 限 ら ず 、 若 者 の ス ポ ー ツ
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実 施 の 低 下 は 深 刻 で あ る 。相 沢 ら 2 1 ) は 若 者 の ス ポ ー ツ 実 施 低 下 の 問
題 解 決 に は 大 学 体 育 授 業 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。  
研 究 の 対 象 と な っ た 音 楽 大 学 に お い て は 、 1 年 次 に 体 育 授 業 が 必
須 で あ る が 、 そ の 後 の 運 動 実 施 に お け る 環 境 が 問 題 と 考 え ら れ る 。
上 級 生 に お い て も 体 育 授 業 が 開 講 さ れ て は い る が 、 週 に 1 時 間 の み
で あ り 、 希 望 定 員 を 超 え て お り 、 受 講 で き な い 学 生 が 多 数 存 在 す る
の が 現 状 で あ る 。 大 学 生 活 に お い て 体 育 の 授 業 が 継 続 し て 受 講 で き
る よ う 、 可 能 な 限 り 授 業 の 増 設 を 行 う こ と が 今 後 の 音 楽 大 学 に お け





















Ⅳ  結 語  
 
１ ． ま と め  
 音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 の 現 状 は 、 一 般 女 子 大 学 生 よ り 低 い 傾
向 に あ り 、S C ス コ ア も 年 間 を 通 じ て 全 体 的 な 向 上 傾 向 は 認 め ら れ な
か っ た 。 し か し な が ら 、 体 育 授 業 を 通 し て 、 ス ポ ー ツ を 行 う 習 慣 の
な い も の ほ ど 、 ス ポ ー ツ に 前 向 き な 変 化 が 示 さ れ 、 体 育 授 業 の 効 果
が う か が え た 。  
 体 力 の 変 化 も 、 １ 年 を 通 し て 著 し い 向 上 に は 至 ら な か っ た が 、 体
力 向 上 に 影 響 を 及 ぼ す で あ ろ う 、ス ポ ー ツ 実 施 を 左 右 す る 1 1 の 要 因
が 明 ら か と な っ た 。 そ の 要 素 を 集 約 す る と 、 仲 間 、 環 境 、 自 信 、 意
欲 、 体 調 、 必 要 性 と な る 。 体 育 授 業 に こ れ ら の 要 素 を 反 映 さ せ る こ
と が 、 音 楽 家 に と っ て 必 要 な 体 力 の 向 上 に 直 接 つ な が る も の と 考 え
ら れ た 。  
 2～ 4 年 生 に お い て は 、上 級 学 年 で 開 講 さ れ る 体 育 授 業 を 選 択 履 修
し た 比 較 的 ス ポ ー ツ に 対 し て 積 極 的 な 学 生 で あ り 、 実 際 に は 、 履 修
し て い な い 学 生 が ８ 割 以 上 を 占 め て い た こ と か ら 、 学 生 た ち が 体 育
授 業 終 了 後 い か に ス ポ ー ツ に 関 わ っ て い た か は 調 査 で き て い な い 。
す べ て の 学 生 の 体 育 授 業 終 了 後 の ス ポ ー ツ 参 与 の 現 状 を 調 査 ・ 分 析
し 、 そ の 上 で 、 改 め て 体 育 授 業 の 内 容 の 検 討 を 行 う 必 要 が あ る 。  
 上 記 を 前 提 と し て で は あ る が 、 今 回 、 分 析 の 対 象 と な っ た 2～ 4
年 生 に お い て は 、 継 続 し て ス ポ ー ツ を 実 施 し て い る 良 い 傾 向 が 示 さ
れ た 。 し か し な が ら 、 よ り 良 い 音 楽 活 動 継 続 に 結 び つ く た め と い う
目 的 を も っ て 実 施 し て い る 学 生 は 非 常 に 少 な い こ と が う か が え た 。
ま た 、 ス ポ ー ツ 実 施 へ 影 響 を 及 ぼ し た 要 因 と し て 、 1 年 生 と 同 様 の
「 興 味 ・ 関 心 」、「 意 欲 ・ 活 動 量 」、「 重 要 な 他 者 」 に 加 え 、「 身 体 の 状
態 」 す な わ ち 、 自 身 の 身 体 の 状 況 を 知 る こ と が あ げ ら れ て お り 、 ス
ポ ー ツ へ の 好 意 に 加 え 、 自 身 の 身 体 の 状 況 を 確 認 し た い 学 生 が 授 業
を 選 択 履 修 し た と 考 え ら れ た 。  
 こ れ ら 、 音 楽 大 学 生 の ス ポ ー ツ 参 与 の 現 状 を も と に 、 体 育 授 業 の
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内 容 検 討 や 、 授 業 外 で の ス ポ ー ツ 実 施 に お け る 助 言 を 行 う 機 会 を 作
り 、 音 楽 大 学 生 が 生 涯 に わ た り 音 楽 活 動 を 継 続 す る た め に 必 要 な ス
ポ ー ツ 実 施 を 習 慣 化 さ せ る こ と に 繋 げ る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。  
ま た 、 体 育 授 業 を 選 択 履 修 し て い な い 学 生 に 対 し て も 、 ス ポ ー ツ
参 与 の 重 要 性 を 継 続 し て 促 し 、 気 楽 に ス ポ ー ツ の 実 施 に 取 り 組 め る
シ ス テ ム 構 築 の 検 討 が 急 務 で あ る と 考 え ら れ た 。  
 
 
２ ． 提 案  
 音 楽 大 学 生 が 健 康 で 有 意 義 な 音 楽 活 動 を 継 続 す る た め に は 、 ス ポ
ー ツ の 実 施 を 習 慣 化 し て い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。 そ こ で 、 本
研 究 か ら 得 ら れ た 結 果 を も と に 、体 育 授 業 内 お よ び 授 業 外 に お い て 、
積 極 的 な ス ポ ー ツ 参 与 を 促 せ る よ う 、 体 育 授 業 内 4 件 、 体 育 授 業 外
3 件 の 提 案 を す る 。  
 
１ ） 体 育 授 業 内 に お け る 提 案  
①  大 学 か ら の 働 き か け と し て は 、学 内 の 体 育 施 設 な ら び に 大 学 周 辺
の ス ポ ー ツ 施 設 活 用 の た め の 情 報 提 供 シ ス テ ム を 構 築 し 、積 極 的
な ア ナ ウ ン ス を 行 う 。  
②  ス ポ ー ツ を 継 続 す る た め の 重 要 な 要 素 で あ っ た 仲 間 づ く り に 重
点 を お い た 授 業 と な る よ う 、 授 業 内 容 を 再 考 す る 。  
③  自 身 の 身 体 状 況 が 確 認 で き る よ う な 内 容 を 授 業 内 で 展 開 す る 。  
④  そ れ ぞ れ の 音 楽 分 野 の 特 性 に 応 じ た 身 体 づ く り が で き る よ う 、自
身 に あ っ た ス ポ ー ツ 活 動 の 選 択 が で き る 力 を 身 に 着 け ら れ る よ
う な 内 容 を 授 業 内 に 含 む 。  
 
２ ） 体 育 授 業 外 に お け る 提 案  
① 学 内 外 に か か わ ら ず 、 ス ポ ー ツ の 情 報 に つ い て 常 に サ ポ ー ト で き
る 体 制 を 整 え る 。  
② 上 級 学 年 に お い て も 選 択 ・ 履 修 で き る 授 業 を 増 設 す る 。  
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③ 授 業 外 に お い て も 、 自 身 の 身 体 状 況 が 確 認 で き る よ う な 健 康 ・ 体
力 診 断 の 機 会 を 提 供 す る 。  
 
 
３ ． 今 後 の 研 究 へ の 課 題  
本 研 究 の 対 象 と な っ た 音 楽 大 学 に お け る 専 攻 は 、 楽 器 （ 管 楽 器 、
弦 楽 器 、鍵 盤 楽 器 な ど ）、声 楽 、作 曲 、ミ ュ ー ジ カ ル 、コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン な ど に 分 か れ る 。 さ ら に 、 ク ラ シ ッ ク 、 邦 楽 、 ジ ャ ズ 、 ポ ピ
ュ ラ ー な ど の 多 く の ジ ャ ン ル に 細 分 化 さ れ て い る 。  
 音 楽 活 動 は 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に お い て 身 体 の 使 い 方 が 異 な り 、 問
題 と な る 障 害 の 部 位 や 症 状 、 体 の 歪 み 、 練 習 の 時 間 や 内 容 も 異 な っ
て く る 。  
今 回 の 研 究 で は 、 専 攻 の 学 生 に 合 わ せ た 分 析 や 、 専 攻 や 演 奏 方 法
の 分 野 別 の 研 究 ま で に は 至 ら な か っ た 。 そ れ ぞ れ の 分 野 特 性 に 沿 っ
た 有 効 な ス ポ ー ツ の 内 容 を 検 討 す る 必 要 性 が あ る の で は な か ろ う か 。 
ま た 、 上 級 生 に お い て は 、 授 業 に 参 加 で き な か っ た 者 す べ て の ス
ポ ー ツ 参 与 の 実 態 が 把 握 で き て い な い 。 今 後 は 、 音 楽 大 学 生 全 体 に
お け る 授 業 終 了 後 の ス ポ ー ツ 参 与 の 現 状 を 分 析 し 、 体 育 授 業 の 内 容
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１、忙しいから ２、めんどくさいから 　　　３、嫌いだから ４、ついつい忘れるから








































































４、5000～7000円 ５、7000～9000円       ６、９０００円以上
Q17 あなたが行っている運動・スポーツはどのタイプですか
１、競技会出場型 ２、体力づくり型 ３、楽しみ型
４、行事参加型 ５、非実施型
Ⅳ．あなたの運動・スポーツと音楽の関係性についておうかがいします
Q18 あなたの音楽活動継続において、運動・スポーツはどの程度、関連性をもちますか
１、おおいに関連がある ２、多少関連がある
３、あまり関連がない ４、まったく関連がない
 
 
Q19 あなたは音楽活動継続のために運動・スポーツを行っていますか
１、かなり行っている ２、時々行っている
３、ほとんど行っていない ４、まったく行っていない
Ⅴ．あなとの身体の状態についておうかがいします
Q20 あなたは運動不足ですか
１、かなり運動不足だ ２、多少運動不足だ
３、運動不足ではない ４、よく運動している
Q21 あなたの体の調子はどうですか
１、かなり良い ２、まあまあ良い
３、あまり良くない ４、悪い
Q22 あなたは体力がありますか
１、かなりある ２、まあまあある
３、あまりない ４、ない
Q23 あなたは柔軟性がありますか
１、かなりある ２、まあまあある
３、あまりない ４、ない
Ⅵ．あなたの運動・スポーツに関する現状についておうかがいします
Q24 あなたは運動・スポーツに興味がありますか
１、かなりある ２、まあまあある
３、あまりない ４、興味ない
Q25 あなたは運動・スポーツが得意ですか
１、かなり得意である ２、まあまあ得意である
３、あまり得意ではない ４、得意ではない
Q26 あなたは運動・スポーツをする環境に恵まれていますか
１、かなり恵まれている ２、まあまあ恵まれている
３、あまり恵まれていない ４、恵まれていない
以上でアンケートを終了します。　ご協力ありがとうございました。
